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第
一
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カ
ウ
エ
ル
事
件
の
意
義
と
問
題
の
所
在 

  

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
死
去
に
伴
い
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
一
六

〇
三
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
位
を
継
承
し
、
翌
一
六
〇
四
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
最

初
の
議
会
を
召
集
し
た 

１ 

。
当
初
議
会
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
対
し
寛
大
な
姿
勢
を
示
し
、

一
六
〇
六
年
に
は
総
額
四
〇
万
ポ
ン
ド
に
の
ぼ
る
課
税
を
承
認
し
た
。
し
か
し
ジ
ェ

ー
ム
ズ
の
浪
費
は
議
会
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
、
一
六
〇
八
年
に
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ

伯
ロ
バ
ー
ト
・
セ
シ
ル
が
大
蔵
卿
に
就
任
し
た
時
点
で
負
債
総
額
は
五
〇
万
ポ
ン
ド

に
達
し
て
い
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
と
セ
シ
ル
は
財
政
問
題
の
解
決
の
た
め
、
議
会
に
諮

る
こ
と
な
く
賦
課
金
（im

position

）
の
対
象
範
囲
を
拡
大
し
、
未
確
立
の
品
目
に

規
定
の
税
率
を
超
え
て
課
税
し
た
。
賦
課
金
は
、
テ
ュ
ー
ダ
ー
期
に
国
内
産
業
保
護

の
た
め
に
輸
入
品
の
規
制
を
図
る
目
的
で
国
王
大
権
の
一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
、
一

定
の
品
目
と
税
率
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
と
セ
シ
ル
は
こ
れ
を
宮
廷
の

財
源
調
達
と
い
う
別
の
目
的
へ
と
転
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
然
こ
の
政
策
は
激
し

い
反
発
を
招
き
、
そ
の
合
法
性
は
法
廷
で
争
わ
れ
た
。「
ベ
イ
ト
事
件
」(

一
六
〇
六
年)

と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
訴
訟
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
財
務
府
裁
判
所
で
争
わ
れ

た
が
、
判
決
は
全
員
一
致
で
議
会
の
同
意
な
き
国
王
の
輸
入
品
へ
の
課
税
を
合
法
と

み
な
し
た
。
そ
こ
に
は
国
王
の
絶
対
的
大
権
を
擁
護
す
る
ロ
ー
マ
法
的
な
論
拠
が
示

さ
れ
て
い
た 

２ 

。
も
し
緊
急
時
の
調
達
権
と
い
う
国
王
大
権
に
よ
っ
て
、
議
会
の
同

意
な
き
課
税
を
通
じ
て
財
源
調
達
が
可
能
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
議
会
の
存
在
そ
の

も
の
が
脅
か
さ
れ
か
ね
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
直
面
し
て
、
庶
民
院
な
か
ん

ず
く
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
議
員
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
対
す
る
姿
勢
を
硬
化
さ
せ
、
一

六
一
〇
年
議
会
で
の
先
鋭
化
し
た
国
制
論
争
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

一
六
〇
七
年
以
降
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
議
会
が
一
六
一
〇
年
に
召
集
さ
れ
た
そ

の
目
的
は
、
新
た
な
財
政
制
度
を
提
案
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
二
月
九
日
に
会
期
が

始
ま
る
と
、
一
五
日
に
は
セ
シ
ル
か
ら
庶
民
院
に
対
し
て
王
室
財
政
の
詳
細
な
説
明

と
と
も
に
、
毎
年
二
〇
万
ポ
ン
ド
の
補
助
金
（subsidy

）
と
負
債
償
却
の
た
め
の
六

〇
万
ポ
ン
ド
の
一
時
補
助
金
の
要
請
が
あ
り
、
そ
の
交
換
条
件
と
し
て
封
建
的
付
帯

義
務
の
廃
止
が
提
案
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
大
契
約
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
提
案
を
受

け
て
、
議
会
の
審
議
は
冒
頭
か
ら
国
王
の
課
税
権
そ
れ
自
体
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
激

し
い
論
争
と
な
っ
た 

３ 

。 

 
他
方
、
ロ
ー
マ
法
を
継
受
し
た
ス
コ
ッ
ラ
ン
ド
の
出
身
で
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
疎
遠

で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
対
し
て
、
人
び
と
は
少
な
か
ら
ぬ
不
安
を
抱
い
て
い
た
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
即
位
後
最
初
の
議
会
で
冒
頭
か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
が
「
同
じ
一
つ
の
法
」
に
よ
っ
て
「
一
つ
の
王
国
」
と
し
て
統
治
さ
れ
る
こ
と

を
訴
え
、
物
議
を
醸
し
て
い
た 

４ 

。
こ
の
合
同
問
題
で
は
議
会
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
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優
位
性
を
訴
え
反
発
し
た
。
さ
ら
に
「
国
王
の
禁
止
令
状
事
件
」(

一
六
〇
七
年)

で
は

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
人

民
間
訴
訟
裁
判
所
主
席
裁
判
官
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ッ
ク
と
衝
突
し
た 

５ 

。
こ
う
し
た

事
情
か
ら
当
時
の
人
び
と
は
、
国
王
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を

ロ
ー
マ
法
に
置
き
換
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。
実
際
後
述
す

る
よ
う
に
、
こ
の
種
の
懸
念
が
広
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
自
身
も
一

六
一
〇
年
議
会
で
認
め
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
王
権
と
議
会
と
の
対
立
が
増
し
て
い
く
過
程
に
あ
っ
て
、
ロ
ー
マ
法

学
者
が
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
主
義
的
皇
帝
理
念
に
立
っ
て
国
王
の
絶
対
的
権
力
を
擁
護
す

る
動
き
が
目
立
ち
始
め
て
い
た
。
本
稿
で
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
ジ
ョ
ン
・
カ
ウ

エ
ル
（John C

ow
ell

）
は
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
動
向
を
示
す
代
表
的
な
例
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ロ
ー
マ
法
欽
定
講
座
担
任
教
授
の
地
位
に
あ
り
、
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の
代
理
法
務
官
に
も
任
命
さ
れ
た
当
時
最
も
著
名
な
ロ
ー
マ
法
学

者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
国
王
と
議
会
が
対
立
を
深
め
る
さ
な
か
の
一
六
〇
七
年
、
カ

ウ
エ
ル
は
、
国
王
の
絶
対
的
権
力
を
ロ
ー
マ
法
的
見
地
か
ら
擁
護
す
る
「
絶
対
君
主

制
」
の
国
制
論
を
、
そ
の
著
『
解
釈
者
』
（The 

n
e

preter,1607

） 
I

t
r

６ 

の
な
か

で
展
開
し
た
。
問
題
の
こ
の
著
作
は
、
一
六
〇
七
年
の
議
会
閉
会
直
後
に
刊
行
さ
れ
、

そ
の
作
品
が
法
律
辞
典
と
し
て
有
用
で
あ
っ
た
こ
と
も
相
俟
っ
て
広
く
普
及
し
て
い

た
。
当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
人
び
と
は
、
国
王
が
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
低
く
評
価

し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
よ
り
も
ロ
ー
マ
法
を
高
く
称
賛
し
て
お
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に

対
立
す
る
ロ
ー
マ
法
学
者
カ
ウ
エ
ル
博
士
の
執
筆
し
た
『
解
釈
者
』
を
是
認
し
て
い

る
」
も
の
と
受
け
取
っ
て
い
た 

７ 

。
一
六
一
〇
年
に
約
三
年
ぶ
り
に
議
会
が
開
か
れ

た
と
き
、
賦
課
金
の
不
法
性
な
ら
び
に
ベ
イ
ト
事
件
判
決
の
不
当
性
に
対
す
る
訴
え

と
、
政
府
の
補
助
金
要
請
に
対
す
る
反
発
が
巻
き
起
こ
る
さ
な
か
、
カ
ウ
エ
ル
の
『
解

釈
者
』
を
糾
弾
す
る
動
議
が
庶
民
院
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

政
府
側
の
財
政
提
案
が
示
さ
れ
た
八
日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

庶
民
院
は
カ
ウ
エ
ル
の
「
絶
対
君
主
制
」
の
言
説
を
厳
し
く
非
難
し
た
が
、
そ
の

国
制
論
が
高
度
に
原
理
的
な
問
題
を
含
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
庶
民
院
の
審
議
も
い

き
お
い
国
制
の
原
理
に
関
わ
る
も
の
と
な
っ
た
。
他
方
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
も
こ
の
カ
ウ

エ
ル
事
件
に
お
い
て
自
ら
事
態
の
打
開
に
乗
り
出
し
た
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
言
説
は
、

彼
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
治
の
場
で
示
し
た
最
初
の
本
格
的
な
政
治
理
念
の
表
明
で

も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
カ
ウ
エ
ル
の
著
作
を
め
ぐ
る
一
連
の
出
来
事
は
、
国
制
論

争
へ
と
至
る
一
六
一
〇
年
当
時
の
王
権
と
議
会
の
関
係
を
読
み
解
く
上
で
示
唆
に
富

ん
だ
象
徴
的
な
事
件
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
歴
史
の
局
面
に
お
い
て
起
こ
っ
た
カ
ウ
エ

ル
事
件
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
カ
ウ
エ
ル
の
作
品
や
一
連
の
審
議
過
程
に
つ
い
て
詳
細
に
考
察
し
た
研
究
は

意
外
に
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
伝
統
的
ウ
ィ
ッ
グ
史
観
に
立
っ
た
研
究
で

は
、
絶
対
主
義
王
権
と
議
会
の
対
立
を
当
然
の
前
提
と
し
た
上
で
、
カ
ウ
エ
ル
は
生

粋
の
絶
対
主
義
者
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
研
究
は
、『
解
釈
者
』
の

問
題
箇
所
の
指
摘
と
事
件
の
概
要
説
明
に
留
ま
っ
て
お
り
、
カ
ウ
エ
ル
の
法
と
国
制

の
観
念
お
よ
び
事
件
の
背
景
や
過
程
が
十
分
に
検
証
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た 

８ 

。
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そ
の
後
、
カ
ウ
エ
ル
を
テ
ー
マ
に
詳
細
な
考
察
を
行
っ
た
の
は
ク
ラ
イ
ム
ズ
論
文
で

あ
る
。
ク
ラ
イ
ム
ズ
は
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
に
お
け
る
見
解
を
ロ
ー
マ
法
学
者

の
学
問
的
帰
結
と
捉
え
、
特
別
な
政
治
的
意
図
を
否
定
し
、
国
王
と
庶
民
院
の
政
治

闘
争
の
「
チ
ェ
ス
の
歩
」
と
し
て
カ
ウ
エ
ル
が
利
用
さ
れ
た
面
を
強
調
す
る 

９ 

。
ま

た
近
年
で
は
修
正
主
義
論
争
の
な
か
で
、
カ
ウ
エ
ル
へ
の
言
及
が
し
ば
し
ば
確
認
さ

れ
る
。
Ｇ
・
Ｒ
・
エ
ル
ト
ン
は
、
絶
対
的
権
力
を
記
述
し
た
カ
ウ
エ
ル
の
著
作
を
弾

劾
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
庶
民
院
は
も
と
よ
り
貴
族
院
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
も
進
ん
で
同

意
し
、
そ
こ
に
は
国
王
大
権
を
法
に
基
づ
か
せ
る
「
正
統
な
教
説
」
が
共
有
さ
れ
て

い
て
、
カ
ウ
エ
ル
は
「
非
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
な
法
と
手
続
」
に
惑
わ
さ
れ
た
異
端
だ

と
見
な
す
。
ま
た
Ｍ
・
ホ
ー
キ
ン
ズ
も
、
王
権
と
議
会
の
根
本
的
な
政
治
対
立
を
否

定
し
、
当
時
の
一
般
的
な
政
治
観
念
が
両
者
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
想
定
し
た
う
え

で
、
カ
ウ
エ
ル
は
こ
れ
に
挑
戦
し
た
「
粗
野
で
特
殊
な
」
論
者
で
あ
り
、
し
か
も
そ

の
見
解
さ
え
綿
密
に
分
析
す
れ
ば
、
さ
ほ
ど
絶
対
主
義
的
な
内
容
の
も
の
で
は
な
い

と
指
摘
す
る
。
他
方
、
ネ
オ
・
ウ
ィ
ッ
グ
的
な
視
点
に
立
つ
Ｊ
・
Ｐ
・
サ
マ
ヴ
ィ
ル

は
、
こ
う
し
た
修
正
主
義
の
見
解
に
異
論
を
唱
え
、
絶
対
主
義
の
観
念
は
ロ
ー
マ
法

学
者
お
よ
び
聖
職
者
の
間
で
当
時
か
な
り
流
行
し
て
お
り
、
カ
ウ
エ
ル
は
そ
う
し
た

動
向
の
典
型
的
な
現
れ
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る 

１
０ 

。 

 

以
上
の
よ
う
に
カ
ウ
エ
ル
に
関
す
る
研
究
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
絶
対
主

義
と
立
憲
主
義
の
文
脈
で
つ
ね
に
議
論
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
カ
ウ
エ
ル
の
言
説

に
対
す
る
研
究
上
の
評
価
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
時
期
に
お
い
て
大
き
く
異
な
り
、
時

と
し
て
ま
っ
た
く
相
反
す
る
見
方
が
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
含
め

た
当
時
の
絶
対
主
義
の
台
頭
を
前
提
と
し
、
カ
ウ
エ
ル
を
そ
う
し
た
絶
対
主
義
の
流

れ
を
代
表
す
る
典
型
例
と
見
な
す
見
解
、
第
二
に
、
カ
ウ
エ
ル
は
貴
族
院
さ
ら
に
は

国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
さ
え
糾
弾
さ
れ
た
極
端
な
絶
対
主
義
の
論
者
で
あ
る
と
見
な
す

見
解
（
そ
の
場
合
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
絶
対
主
義
者
と
は
見
な
さ
れ
な
い
）
、
そ
し
て
第
三

に
、
カ
ウ
エ
ル
の
絶
対
主
義
的
性
格
さ
え
も
否
定
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
絶

対
主
義
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
見
解
、
以
上
に
よ
う
に
三
つ
の
類
型
に
分
け

て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
伝
統
的
な
ウ
ィ
ッ
グ
史
観
の
研
究
と
近
年

の
ネ
オ
・
ウ
ィ
ッ
グ
的
な
研
究
は
第
一
の
傾
向
に
、
他
方
、
修
正
主
義
の
研
究
は
第

二
か
第
三
の
類
型
に
属
す
る
と
い
え
よ
う
。 

従
来
の
研
究
に
お
い
て
相
対
的
に
欠
如
し
て
い
る
の
は
、
ロ
ー
マ
法
学
者
と
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、

の、
カ
ウ
エ
ル
の
法
と
国
制
の
観
念
、
お
よ
び
そ
の
意
図
、
、
や
政
治
的
文
脈

、
、
、
、
、
に
関
す
る
十

分
な
検
証
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
庶
民
院
、
貴
族
院
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
カ
ウ
エ
ル
に

対
し
て
示
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
態
度
を
、
彼
ら
の
国
制
観
念
や
政
治
的
意
図
と
関
連
づ

け
な
が
ら
読
み
解
い
て
い
く
綿
密
な
考
察
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら

に
加
え
て
、
以
上
の
よ
う
な
一
六
一
〇
年
頃
の
政
治
的
事
件
の
意
味
を
十
分
に
浮
き

彫
り
に
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
政
治
社
会
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
ロ
ー
マ
法

と
王
権
の
関
係
を
改
め
て
再
考
し
、
そ
の
政
治
的
文
脈
の
な
か
に
カ
ウ
エ
ル
事
件
を

位
置
づ
け
直
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
カ
ウ
エ
ル

事
件
は
議
会
史
の
な
か
の
幕
間
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ご
と
く
扱
わ
れ
が
ち
で
、
以
上
の

よ
う
な
課
題
が
十
分
に
果
た
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
筆
者
の
見
る
と

こ
ろ
、
カ
ウ
エ
ル
を
め
ぐ
る
一
連
の
出
来
事
に
は
一
六
一
〇
年
当
時
の
政
治
社
会
の
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状
況
変
化
が
集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
は
当
時
の
政
治

史
を
理
解
す
る
上
で
有
益
な
作
業
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

本
稿
の
狙
い
は
以
上
の
よ
う
な
課
題
に
応
え
る
こ
と
に
あ
る
。
第
一
節
で
は
、
カ

ウ
エ
ル
の
作
品
と
執
筆
の
経
緯
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
際
、『
解
釈
者
』
だ
け
で

な
く
、
も
う
一
つ
の
作
品
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
提
要
』
（Institutes of the Law

es
of 

England,1605

）

 

１
１ 

と
の
比
較
を
通
じ
て
カ
ウ
エ
ル
の
法
と
国
制
の
観
念
を
検
討
す

る
。
第
二
節
で
は
、
議
会
に
お
け
る
カ
ウ
エ
ル
事
件
の
審
議
の
過
程
を
検
証
し
、
庶

民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
と
貴
族
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

第
三
節
で
は
、
カ
ウ
エ
ル
事
件
に
対
す
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
対
応
を
検
証
し
、
彼
の
意

図
と
統
治
理
念
に
つ
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
国
制
と
の
関
係
で
検
討
す
る
。

最
後
に
第
四
節
で
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
か
ら
ジ
ェ
ー
ム
ズ
期
に
か
け
て
の
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
の
意
義
お
よ
び
ロ
ー
マ
法
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
関
係
を
考

察
す
る
な
か
で
カ
ウ
エ
ル
事
件
を
再
検
討
す
る
。
そ
れ
は
、
前
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期

に
お
い
て
「
古
来
の
国
制
」
論
が
展
開
さ
れ
る
う
え
で
の
、
一
六
一
〇
年
と
い
う
歴

史
の
地
点
が
持
つ
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
で
も
あ
る
。 

   

第
二
節 

ジ
ョ
ン
・
カ
ウ
エ
ル
と
『
解
釈
者
』 

―
ロ
ー
マ
法
の
言
説
― 

 

 

（
一
）
カ
ウ
エ
ル
の
経
歴
と
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
提
要
』 

 

こ
こ
で
は
ま
ず
、
カ
ウ
エ
ル
の
経
歴
と
彼
の
も
う
一
つ
の
著
作
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

法
提
要
』
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
彼
は
、
専
ら
大
学
で
の
ロ
ー
マ

法
の
研
究
・
教
育
に
従
事
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
当
時
最
も
著
名
な
ロ
ー
マ

法
学
者
の
一
人
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
主
な
略
歴
を
確
認
し
て
お
く
と
、
一
五
五

二
年
、
デ
ボ
ン
州
ラ
ン
ド
キ
ー
で
生
ま
れ
、
七
〇
年
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
キ
ン
グ

ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
、
七
五
年
に
学
士
号
を
、
七
八
年
に
は
修
士
号
を
取
得
、

そ
の
後
八
八
年
に
法
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
七
三
～
九
五
年
ま
で
キ
ン

グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
フ
ェ
ロ
ー
を
務
め
、
九
四
年
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ロ
ー
マ

法
欽
定
講
座
担
任
教
授
に
就
任
し
、
そ
の
後
一
六
一
一
年
に
死
去
す
る
ま
で
在
職
。

さ
ら
に
、
九
八
年
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
学
寮
長
に
、
一

六
〇
三
～
四
年
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
副
総
長
に
就
任
。
晩
年
の
一
六
〇
八
年
に

は
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の
代
理
法
務
官
に
も
任
命
さ
れ
て
い
る 

１
２ 

。
以
上
の
よ

う
に
、
カ
ウ
エ
ル
の
経
歴
は
、
そ
の
生
涯
を
大
学
で
の
ロ
ー
マ
法
の
研
究
・
教
育
に

専
心
し
て
き
た
学
者
の
そ
れ
で
あ
り
、
法
実
務
お
よ
び
政
治
実
践
の
経
験
は
希
少
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
の
こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
主
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
期
に

行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
後
の
第
四
節
の
考
察
と
の
関
連
で
指
摘
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。 

 

カ
ウ
エ
ル
は
、
晩
年
に
二
つ
の
作
品
を
著
し
て
お
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
解

釈
者
』
（1607

）
に
先
立
っ
て
、
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
提
要
』
（1605

）
と
い
う
法
律
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書
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
執
筆
目
的
は
、
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
習
得
す
る
学
生
が
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
慣
習
」
を
よ
り
良
く
理
解

で
き
る
よ
う
、「
ロ
ー
マ
法
制
に
従
っ
て
」
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
を
編
纂
し
、
計
九
九
の

一
般
原
理
を
定
義
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る 

１
３ 

。
こ
の
よ
う
に
ロ
ー
マ
法
を

参
照
し
な
が
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
一
般
原
理
を
定
式
化
す
る
試
み
自
体
は
、
ロ

ー
マ
法
学
者
だ
け
で
な
く
、
実
は
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
初
期
の
コ
モ
ン
・

ロ
ー
ヤ
ー
に
も
広
く
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。 

こ
こ
で
は
、『
提
要
』
の
な
か
で
示
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
と
国
制
に
関
す
る

カ
ウ
エ
ル
の
見
解
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
は
六
つ

の
主
要
な
基
礎
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
理
性
の
法
、
神
法
、
王
国
共
通
の
一
般
的
慣
習
、

確
実
な
原
理
・
格
律
、
地
域
ご
と
の
個
別
的
慣
習
、
制
定
法
が
そ
れ
で
あ
る
（
コ
モ

ン
・
ロ
ー
は
一
般
的
慣
習
に
相
当
し
、
理
性
の
法
と
神
法
に
適
い
、
原
理
・
格
律
を

含
む
）。
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
は
二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
一
つ
は
「
古
来
の
慣
習
」

で
あ
り
、「
人
民
の
同
意
」
と
「
国
王
の
宣
誓
」
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
て
き
た
。
も
う

一
つ
は
「
制
定
法
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
既
成
の
慣
習
を
補
完
・
修
正
す
べ
く
議
会
に

よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
自
然
法
と
万
民
法
か
ら
導
き
出
さ
れ
、
正
義
と
理

性
に
適
っ
て
い
る
。
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
す
な
わ
ち
コ

モ
ン
・
ロ
ー
、
慣
習
、
制
定
法
に
も
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
成
文
法
で
あ
る
制
定

法
は
国
王
の
意
思
で
は
な
く
、
王
国
全
体
の
同
意
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
国
王
の
召

集
す
る
議
会
が
こ
れ
に
あ
た
る 

１
４ 

。 

 

以
上
の
よ
う
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
説
明
は
、
す
で
に
わ
れ
わ
れ
が
本
稿
第
二
章
、

第
三
章
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
な
、
人
文
主
義
と
ロ
ー
マ
法
学
の
影
響
を
受
け
て
い

た
当
時
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
一
般
的
理
解
と
比
べ
て
、
さ
し
た
る
差
異
は
な
い
。

ま
た
冒
頭
の
一
般
的
説
明
に
続
く
個
別
の
考
察
も
主
に
私
法
の
領
域
に
属
す
る
個
々

の
事
柄
を
定
義
し
た
も
の
で
、
と
く
に
問
題
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。『
提
要
』
の
な

か
に
は
、『
解
釈
者
』
の
場
合
と
違
っ
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
議
会
、
国
王
大
権
な
ど

を
め
ぐ
っ
て
政
治
論
争
を
惹
き
起
こ
す
よ
う
な
内
容
の
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。 

   

二
）
『
解
釈
者
』
と
絶
対
主
義
の
国
制
論 

（

 

カ
ウ
エ
ル
の
二
作
目
の
作
品
『
解
釈
者
』
は
、
庶
民
院
に
重
大
な
懸
念
を
抱
か
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
著
作
も
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
先
の
『
提
要
』
と
同
様
、

学
術
的
な
作
品
で
あ
り
、
当
時
の
一
般
的
な
法
律
用
語
に
定
義
と
注
釈
を
施
し
、
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
整
序
し
た
法
律
用
語
辞
典
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
解
釈
者
』
を
執

筆
し
た
カ
ウ
エ
ル
の
意
図
は
、
作
品
の
表
紙
、
大
主
教
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
へ
の
献
辞
、

読
者
へ
の
序
文
の
な
か
に
現
れ
て
い
る
。
表
紙
で
は
、
題
名
に
続
い
て
こ
う
紹
介
さ

れ
て
い
る
。「
用
語
の
意
味
を
収
録
し
た
作
品
。
本
書
に
は
、
勝
利
と
名
声
の
輝
く
こ

の
王
国
の
法
律
書
や
制
定
法
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
し
か
も
解
説
や
解
釈
を

必
要
と
す
る
、
す
べ
て
の
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
の
用
語
と
術
語
に
つ
い
て
そ
の
真

の
意
味
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
我
々
の
法
や
制
定
法
そ
の
他
の
古
文
書
の

知
識
を
徹
底
的
に
習
得
し
よ
う
と
す
る
人
び
と
に
と
っ
て
有
益
な
だ
け
で
な
く
、
必
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要
不
可
欠
な
も
の
と
な
ろ
う
」 

１
５ 

。
実
際
そ
れ
は
、
カ
ウ
エ
ル
が
自
負
す
る
ご
と

く
、
収
録
語
数
二
〇
〇
〇
項
目
を
越
え
三
〇
〇
頁
に
及
ぶ
大
部
の
本
格
的
な
法
律
用

語
辞
典
で
あ
る
。
そ
の
学
術
的
有
用
性
は
、
そ
れ
が
一
七
世
紀
だ
け
で
な
く
、
世
紀

を
越
え
て
再
版
を
重
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る 

１
６ 

。 

他
方
、
政
治
的
に
興
味
深
い
の
は
、
大
主
教
宛
の
献
辞
文
で
あ
る
。
作
品
の
冒
頭

に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
献
辞
は
、
ロ
ー
マ
法
学
者
カ
ウ
エ
ル
の
政
治
的
位
置
と
、『
解
釈

者
』
の
な
か
で
絶
対
主
義
を
擁
護
し
た
動
機
を
理
解
す
る
う
え
で
非
常
に
示
唆
的
で

あ
る
。
カ
ウ
エ
ル
は
、
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
綴
っ
た
献
辞
文
の
な
か

で
、
彼
の
「
父
の
ご
と
き
激
励
」
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
法
研
究
に
従
事
し
て
き
た
こ
と

を
述
懐
し
、「
あ
な
た
は
最
初
、
私
を
こ
う
し
た
研
究
へ
と
着
手
せ
し
め
、
遂
に
は
一

種
の
必
然
と
し
て
、
私
を
本
書
の
企
画
へ
と
向
か
わ
し
め
た
」
と
述
べ
、
そ
の
「
荘

重
な
助
言
」
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
記
し
て
い
る 

１
７ 

。
こ
こ
に
は
、
カ
ウ
エ
ル
と

バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
長
期
に
わ
た
る
親
交
関
係
が
う
か
が
わ
れ
、
一
六
〇
八
年
の
カ
ウ

エ
ル
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の
代
理
法
務
官
へ
の
就
任
は
そ
の
端
的
な
例
証
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
献
辞
で
は
、
ロ
ー
マ
法
を
専
攻
し
た
動
機
と
ロ
ー
マ
法
に
よ
る
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
法
の
再
編
と
い
う
企
て
そ
の
も
の
が
、
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
助
言
に
由
来
す

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。 

一
般
的
に
、
前
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
の
ロ
ー
マ
法
学
者
に
は
、
特
定
の
政
治
的
党

派
へ
の
意
識
的
な
参
加
と
は
異
な
っ
た
様
式
で
の
国
王
至
上
主
義
（royalism

）
が

見
ら
れ
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
政
治
的
帰
属
が
宮
廷
派
と
議
会
派
に
分
か
れ
て

交
錯
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ロ
ー
マ
法
学
者
は
王
権
な
い
し
宮
廷
に
接
近
す
る
共
通

し
た
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
当
時
の
ロ
ー
マ
法
学
者
の
大
多
数
は
、
ロ
ー
マ
法

学
者
の
職
能
団
体
に
属
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
主
た
る
法
実
務
の
一
つ
が
、
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
大
主
教
の
教
会
裁
判
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た 

１
８ 

。
ロ
ー
マ
法
学
者
の
国

王
支
持
の
傾
向
、
宮
廷
お
よ
び
高
位
聖
職
者
と
の
密
接
な
関
係
は
、
カ
ウ
エ
ル
の
場

合
に
も
該
当
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

そ
し
て
『
解
釈
者
』
で
は
、『
提
要
』
に
は
な
か
っ
た
「
絶
対
君
主
制
」
の
見
解
が

明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
言
説
が
カ
ウ
エ
ル
に
お
い
て
最
初
に
現
れ
た

の
は
、
一
六
〇
六
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
の
経
緯
も
や
は
り
バ
ン
ク
ロ
フ
ト

と
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
主
教
に
就
任
し
た
バ
ン
ク
ロ
フ
ト

の
要
請
を
受
け
て
、「
国
王
は
、
そ
の
主
権
が
求
め
た
時
、
あ
る
ゆ
る
種
類
の
事
柄
を

聞
き
、
決
定
す
る
権
力
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
を
示
す
論
拠
を
、
カ
ウ
エ
ル
が
ロ
ー

マ
法
の
な
か
か
ら
ま
と
め
た
際
の
こ
と
で
あ
っ
た 

１
９ 

。『
解
釈
者
』
の
刊
行
は
そ
の

翌
年
に
あ
た
っ
て
い
る
。 

も
と
よ
り
、
二
〇
〇
〇
項
目
も
の
膨
大
な
数
の
法
律
用
語
を
詳
細
に
解
説
し
た
こ

の
作
品
は
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
提
要
』
と
同
様
、
全
体
と
し
て
は
、
彼
の
ロ
ー
マ
法

学
者
と
し
て
の
長
年
に
わ
た
る
学
術
研
究
の
蓄
積
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
献
辞
文
に
続
く
「
読
者
へ
の
序
文
」
で
は
、
表
紙
の
記
載
と
同
様
、

本
書
が
「
法
の
技
術
に
属
す
る
」
術
語
に
主
た
る
関
心
が
置
か
れ
、
そ
の
目
的
は
一

貫
し
て
「
知
識
の
進
歩
」
に
あ
る
と
宣
言
し
て
い
る 

２
０ 

。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
に
は
二
つ
の
異
な
る
性
格
が
見
ら
れ

る
。
一
つ
は
、
先
の
『
提
要
』
と
同
様
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
学
術
的
な
解
説
と
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い
う
側
面
で
あ
り
、
こ
れ
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
習
得
を
め
ざ
す
学
生
お
よ
び
法
律
家

を
名
宛
人
と
し
、
ロ
ー
マ
法
の
知
識
と
方
法
に
基
づ
い
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
を
体
系

化
さ
れ
た
法
典
へ
と
編
纂
し
よ
う
と
す
る
学
術
的
な
欲
求
が
執
筆
の
動
機
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
基
本
的
な
性
格
に
加
え
て
、
い
ま
一
つ
の
性
格
は
、
聖
職
者
の
絶
対
主

義
へ
の
傾
斜
を
促
進
し
た
大
主
教
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
後
見
に
対
し
て
ロ
ー
マ
法
学
者

と
し
て
応
答
し
た
側
面
で
あ
り
、
こ
れ
は
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
ら
を

名
宛
人
と
し
、
国
王
の
絶
対
的
権
力
を
正
当
化
す
る
論
拠
を
ロ
ー
マ
法
的
見
地
か
ら

調
達
す
る
と
い
う
明
確
な
政
治
的
意
図
が
働
い
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い 

２
１ 

。
こ
の

点
は
、
こ
の
時
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
の
二
つ
の
意
義
と
、
同
時

代
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
ロ
ー
マ
法
に
対
す
る
両
義
的
な
態
度
を
考
察
す
る
、
こ

の
後
の
考
察
と
の
関
連
で
重
要
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、『
解
釈
者
』
の
な
か
で
カ
ウ
エ
ル
が
展
開
し
た
国
制
論
を
確
認
し
、
そ
こ

で
彼
が
企
図
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
彼
は
、
中
世
の
代
表
的
コ
モ
ン
・

ロ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
ト
マ
ス
・
リ
ト
ル
ト
ン
を
批
判
し 

２
２ 

、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
軽
視

す
る
見
解
を
示
す
と
と
も
に
、
議
会
の
特
権
を
否
定
し
、
国
王
の
絶
対
的
権
力
を
擁

護
す
る
「
絶
対
君
主
制(absolute m

onarchy)

」
の
議
論
を
展
開
し
た
。 

カ
ウ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、「
国
王
」
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
国
土
全
体
」
に
対
し
て

「
最
も
高
次
の
権
力
」
を
持
ち
、
「
絶
対
的
支
配
」
を
行
う
。
国
王
は
、
「
絶
対
的
権

力
に
よ
っ
て
法
の
上
に
立
つ
」
存
在
で
あ
る
。
た
し
か
に
国
王
は
、
法
作
成
の
過
程

に
お
い
て
、「
三
身
分
、
す
な
わ
ち
聖
職
貴
族
、
世
俗
貴
族
、
庶
民
」
を
召
集
し
て
意

見
を
聴
く
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
国
王
に
対
す
る
法
的
制
約
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
国
王
自
身
の
「
慈
愛
」
か
ら
発
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、「
戴
冠
の
際
の

宣
誓
」
に
基
づ
く
妥
協
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
は
、
戴
冠
時
に
「
国
土
の
法
」
を
改

変
し
な
い
と
宣
誓
し
た
け
れ
ど
も
、
「
公
共
財
産
」
に
有
害
で
あ
る
と
判
断
す
れ
ば
、

特
定
の
法
を
改
変
も
し
く
は
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る 

２
３ 

。
こ
の
よ
う

に
、
カ
ウ
エ
ル
は
、
本
来
、
絶
対
的
権
力
を
持
つ
国
王
は
、
戴
冠
時
の
宣
誓
に
基
づ

い
て
議
会
の
同
意
を
尊
重
す
る
け
れ
ど
も
、
必
要
な
ら
ば
こ
の
宣
誓
に
拘
束
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
法
の
作
成
お
よ
び
改
変
を
意
の
ま
ま
に
行
う
権
力
を
持
つ
と
主
張
す
る
。

こ
こ
で
カ
ウ
エ
ル
は
、
国
王
の
絶
対
的
権
力
の
論
拠
を
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
ヘ
ン

リ
ー
・
ブ
ラ
ク
ト
ン
、
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
に
求
め
て
い
る 

２
４ 

。 

も
と
よ
り
、
彼
ら
の
議
論
は
、
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
ロ
ー
マ
法
の
つ
よ
い

影
響
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
、
単
純
な
絶
対
主
義
の
理
念
で
は
な
い
。
中
世
後
期

以
来
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
思
想
は
、
法
や
議
会
に
よ
る
限
定
を
通
じ
て
、
王
権
の

高
揚
を
図
る
と
い
う
二
重
性
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
も
ス
ミ

ス
も
、
立
憲
主
義
と
し
て
の
典
拠
も
可
能
で
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
逆
に
王
権
の
強
化

の
た
め
の
引
証
も
可
能
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
カ
ウ
エ
ル
は
、
こ
う
し
た
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
統
治
構
造
に
お
け
る
二
重
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
上
で
、
あ
え
て
一
義

的
な
統
一
を
図
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
議
会
」
に
関
す
る
カ
ウ
エ
ル
の

説
明
の
な
か
に
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。 

議
会
に
つ
い
て
、
カ
ウ
エ
ル
は
、
こ
こ
で
も
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
を
典
拠
と
し
な
が

ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
理
解
に
従
っ
て
こ
う
説
明
す
る
。
そ
れ
は
、「
国
王
と

王
国
の
三
身
分
す
な
わ
ち
聖
職
貴
族
と
世
俗
貴
族
と
庶
民
と
で
構
成
さ
れ
た
会
議
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体
」
で
あ
り
、「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
関
す
る
諸
問
題
を
討
議
し
、
と
く
に
法
を
作
成

し
た
り
、
改
変
し
た
り
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
議
会
と
い
う
「
会
議
体

な
い
し
法
廷
」
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
他
の
す
べ
て
の
制
度
の
な
か
で
、「
最
も
高
次

の
最
も
偉
大
な
権
威
」
を
持
つ 

２
５ 

。
し
か
し
、
カ
ウ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
王
権
の
至

上
性
と
議
会
の
至
上
性
の
う
ち
、「
ど
ち
ら
か
一
方
が
真
実
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
国
王
が
議
会
の
上
に
、
す
な
わ
ち
王
国
の
実
定
法
の
上
に
立
つ
」
存
在
な
の
か
、

そ
れ
と
も
「
国
王
は
絶
対
的
君
主
で
は
な
い
の
か
」
。
カ
ウ
エ
ル
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

国
王
は
「
王
国
全
体
の
同
意
に
よ
っ
て
法
を
作
る
」
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
国
王
に
よ

る
「
慈
悲
的
政
策
」
あ
る
い
は
「
政
治
的
慈
悲
」
で
あ
っ
て
、
議
会
お
よ
び
王
国
の

実
定
法
に
国
王
を
拘
束
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
「
絶
対
君
主
制
の
性
質
と
基
本
構
造

（constitution

）」
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る 

２
６ 

。 

統
治
構
造
の
二
重
性
を
排
し
、
国
王
の
絶
対
的
権
力
に
一
義
化
し
よ
う
と
す
る
意

図
は
、「
国
王
大
権
」
の
説
明
箇
所
に
も
表
れ
て
い
る
。
カ
ウ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
国
制

に
関
す
る
「
民
族
ご
と
の
慣
習
は
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
も
、「
国
王
大
権

の
射
程
に
含
ま
れ
る
」
よ
う
な
「
高
次
の
性
格
の
王
権
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
国
王
に
属
し
て
い
な
い
権
限
は
、「
世
界
で
最
も
絶
対
的
な
君
主
」
に
も

属
し
て
い
な
い
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
王
は
、
「
こ
の
王
国
の
慣
習
に
よ
っ
て
の
み
、

三
身
分
の
同
意
な
し
に
は
法
を
作
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、「
法
を
作
る
国

王
の
権
力
は
制
限
さ
れ
て
い
る
の
か
」
、
そ
れ
と
も
国
王
に
よ
る
法
作
成
は
、
「
神
聖

で
殊
勝
な
政
策
」
な
の
か
。
カ
ウ
エ
ル
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
王
は
絶
対
的
君
主

で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
る 

２
７ 

。
彼
は
、
統
治
様
式
は
各
民
族
の
慣
習
に
由
来
し
、

多
様
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
し
か
し
緊
急
時
の
「
必
要
」
の
際
の
立
法
や
課
税
と
い
う

高
次
の
王
権
の
機
能
は
、
民
族
の
慣
習
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
そ
の
意
味
で

慣
習
的
様
式
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
絶
対
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
国
王
大
権
は
、

国
王
が
も
つ
「
特
殊
な
権
力
」
あ
る
い
は
「
特
権
」
で
あ
り
、「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
通

常
の
手
続
き
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」
の
だ
、
と 

２
８ 

。 

 

さ
ら
に
、
以
上
の
よ
う
な
カ
ウ
エ
ル
の
国
制
論
と
関
係
し
て
興
味
深
い
の
は
、
カ

ウ
エ
ル
問
題
が
審
議
さ
れ
た
一
六
一
〇
年
議
会
に
お
い
て
、
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
が
お
こ

な
っ
た
発
言
で
あ
る
。
国
王
に
よ
る
課
税
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
は
、

「
思
弁
的
神
学
（speculative divinity

）」
と
「
実
践
的
神
学
（practic divinity

）」

の
区
別
を
立
て
て
議
論
し
て
い
る
。
か
れ
は
、
一
六
一
〇
年
五
月
四
日
の
貴
族
院
の

審
議
で
こ
う
語
っ
て
い
る
。
「
国
王
に
お
け
る
必
要
（necessity

）
」
の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
、「
私
は
思
弁
的
神
学
を
考
証
し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
言
え
ば
、
君
主

制
は
君
主
を
［
法
の
制
約
か
ら
］
免
除
す
べ
き
で
あ
る
」
と 

２
９ 

。
さ
ら
に
五
月
五

日
に
も
、
庶
民
院
で
も
同
様
な
見
解
を
披
露
し
て
い
る
。「
今
日
、
一
種
の
実
践
的
神

学
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
私
は
ほ
と
ん
ど
経
験
を
も
た
な
い
」

の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
「
私
は
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
し
か
し

「
私
の
知
る
思
弁
的
神
学
に
お
い
て
は
、
国
王
は
必
要
の
際
に
は
［
法
の
制
約
か
ら
］

免
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」、
と 

３
０ 

。
つ
ま
り
、
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
は
、
実
際
的
に
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
は
巧
妙
に
回
避
し
つ
つ
、
あ
く
ま
で
純
粋
理

論
的
な
神
学
の
立
場
か
ら
、
国
王
は
、
緊
急
時
の
「
必
要
」
の
事
態
に
お
い
て
は
、

法
の
制
約
を
離
れ
て
、
つ
ま
り
議
会
の
同
意
を
経
ず
に
、
臣
民
に
対
し
て
自
由
に
課
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税
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
臣
民
に
と
っ
て
の
義
務
で
あ
る

と
、
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
示
し
た
見
解
は
、
「
理
論
」

（speculation
）
と
「
実
践
」（practice

）
の
区
別
と
い
う
論
拠
を
く
り
返
し
持
ち

出
す
こ
と
で
自
己
防
衛
を
図
っ
て
い
る
点
で
カ
ウ
エ
ル
よ
り
は
巧
妙
で
は
あ
る
も
の

の
、
基
本
的
に
は
絶
対
的
な
国
王
大
権
を
擁
護
し
た
、
カ
ウ
エ
ル
と
同
じ
絶
対
主
義

的
な
国
制
観
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

さ
ら
に
同
じ
よ
う
な
見
解
は
、「
禁
止
令
状
（w

rit of prohibition

）」
を
め
ぐ
る

バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
主
張
に
お
い
て
も
現
れ
て
い
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
と
教
会

裁
判
所
と
の
管
轄
権
を
め
ぐ
る
争
い
の
な
か
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
が
教
会
裁

判
所
の
管
轄
権
を
制
限
す
る
た
め
に
し
ば
し
ば
用
い
た
の
が
禁
止
令
状
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
国
王
の
名
の
下
に
発
せ
ら
れ
、
当
該
事
件
に
お
け
る
世
俗
裁
判
所
の
管
轄

権
の
確
認
と
と
も
に
、
教
会
裁
判
所
の
裁
判
の
差
し
止
め
を
命
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
見
解
で
は
、
十
分
の
一
税
（tithes

）
の
よ
う
な
教
会
に
関
連
す
る

事
項
で
の
紛
争
は
、
「
国
王
自
ら
が
王
と
し
て
の
人
格
（royal person
）
に
お
い
て

裁
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。「
裁
判
官
と
は
国
王
の
代
理
人
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
そ
し
て
国
王
は
、
彼
が
好
む
ま
ま
に
裁
可
で
き
る
事
柄
に
つ
い
て
は
裁

判
官
の
決
定
か
ら
事
件
を
取
り
上
げ
、
自
ら
裁
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」

と
。
そ
し
て
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
こ
と
は
神
学
（divinity

）
に
照
ら

し
て
明
確
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
権
威
は
、
聖
書
に
お
け
る
神
の
言
葉
に
よ
っ
て
国

王
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
」
と 

３
１ 

。
以
上
の
よ
う
な
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
主
張
は
、

思
弁
的
な
「
神
学
」
を
通
じ
て
、
国
王
を
法
の
上
に
立
つ
絶
対
君
主
と
し
て
捉
え
よ

う
と
す
る
構
想
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
コ
モ
ン
・
ロ
ー
お
よ
び
同
裁
判
所
の
上
に
立

つ
君
主
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
国
王
の
禁
止
令
状
事
件
」（
一
六
〇
七

年
）
で
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
自
身
も
実
際
に
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
見
解
に
同
調
し
よ
う
と

し
た
事
実
は
本
稿
の
別
の
箇
所
の
諸
考
察
と
の
関
連
で
指
摘
し
て
お
く
に
値
し
よ
う
。

バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
見
解
に
同
調
す
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
対
し
て
、
ク
ッ
ク
ら
コ
モ
ン
・

ロ
ー
裁
判
官
が
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
い
う
「
神
の
言
葉
に
よ
っ
て
国
王
に
属
す
る
…
絶

対
的
権
力
と
権
威
」
の
誤
り
を
糺
し
、「
国
王
は
彼
自
身
の
人
格
に
お
い
て
い
か
な
る

事
件
も
裁
可
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
事
件
は
「
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
法
と
慣
習
に
従
っ
て
裁
判
所
の
法
廷
で
決
定
さ
れ
、
裁
可
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
」
と
反
論
し
た 

３
２ 

。
そ
の
際
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
「
大
い
に
気
分
を
害
し
」、「
そ

れ
で
は
王
も
法
の
下
に
あ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
に
断
言
す

る
こ
と
は
反
逆
罪
に
あ
た
る
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ

れ
に
対
し
て
ク
ッ
ク
は
、
国
王
も
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
と
慣
習
」
の
下
に
あ
る
と

す
る
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
格
律
、
す
な
わ
ち
「
国
王
は
い
か
な
る
人
の
下
に
も
あ
る
べ
き

で
は
な
い
が
、
神
と
法
の
下
に
は
あ
る
べ
き
で
あ
る
」 

と
の
言
葉
を
引
証
し
て
反
論

し
た
の
で
あ
っ
た 

３
３ 

。 

と
も
あ
れ
、
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
が
示
し
た
神
学
的
な
絶
対
主
義
の
主
張
に
従
え
ば
、

少
な
く
と
も
原
理
的
に
は
国
王
は
法
の
制
約
を
離
れ
て
好
む
ま
ま
に
立
法
、
課
税
、

裁
判
そ
の
他
の
絶
対
的
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

ブ
ラ
ク
ト
ン
以
来
の
伝
統
に
立
っ
て
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
と
慣
習
」
、
す
な
わ
ち

コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
る
法
の
支
配
を
唱
え
る
ク
ッ
ク
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
国
王
の
「
絶
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対
的
権
力
」
と
「
絶
対
的
権
威
」
を
説
い
た
絶
対
主
義
の
構
想
と
映
ず
る
も
の
で
あ

っ
た
。
カ
ウ
エ
ル
の
言
説
が
ロ
ー
マ
法
学
者
に
よ
る
絶
対
主
義
の
表
明
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
そ
れ
は
、
聖
職
者
に
よ
る
絶
対
主
義
の
表
現
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
は
、
前
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
に
絶
対
主
義
を
形
成
し
た
二
つ
思
想
的
源
泉
の

典
型
的
な
結
合
が
見
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。 

以
上
の
よ
う
に
カ
ウ
エ
ル
の
国
制
論
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
治
の
多
元
性
を
意

図
的
に
国
王
大
権
の
下
に
一
元
化
し
よ
う
と
企
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
絶
対
君
主

制
」
と
称
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
ロ
ー
マ
法
に
含
ま
れ
る
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
主

義
的
皇
帝
権
力
を
国
王
権
力
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
紛
れ
も
な
い
絶
対
主
義
の
見
解

と
い
え
る
。 

   

第
三
節 

一
六
一
〇
年
議
会
で
の
カ
ウ
エ
ル
事
件
の
審
議 

   

（
一
）
庶
民
院
に
よ
る
弾
劾 

  

以
下
の
考
察
で
は
、
議
会
の
審
議
の
過
程
を
詳
細
に
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ

ウ
エ
ル
事
件
に
対
す
る
庶
民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
と
貴
族
院
の
態
度
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
き
た
い
。
と
り
わ
け
、
庶
民
院
に
お
け
る
カ
ウ
エ
ル
問
題
の
審
議
は
、
前

期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
に
見
ら
れ
た
議
会
、
な
か
ん
ず
く
庶
民

院
の
司
法
的
機
能
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
物
語
る
好
個
の
事
例
で
も
あ
り
、

実
際
後
述
す
る
よ
う
に
、
カ
ウ
エ
ル
の
事
例
は
庶
民
院
の
裁
判
機
能
に
と
っ
て
重
要

な
先
例
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

カ
ウ
エ
ル
問
題
が
議
会
で
最
初
に
提
起
さ
れ
た
の
は
、
一
六
一
〇
年
議
会
が
開
会

し
て
ち
ょ
う
ど
ま
だ
二
週
間
目
の
二
月
二
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー

ヤ
ー
の
ジ
ョ
ン
・
ホ
ス
キ
ン
ズ
（John H

oskins

）
が
、
庶
民
院
で
カ
ウ
エ
ル
の
『
解

釈
者
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
批
判
し
、
処
分
の
検
討
を
提
起
し
た
。
ホ
ス
キ

ン
ズ
は
こ
の
会
期
を
通
じ
て
終
始
、
政
府
の
財
政
要
求
に
対
し
て
先
鋭
的
に
対
立
し

続
け
た
議
員
の
一
人
で
あ
り 

３
４ 

、
続
く
一
六
一
四
年
の
議
会
で
も
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ

一
世
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
寄
り
の
政
策
を
厳
し
く
批
判
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
塔
に
投
獄

さ
れ
た
人
物
で
あ
る 

３
５ 

。
ホ
ス
キ
ン
ズ
は
、
特
に
「
補
助
金
」
「
議
会
」
「
国
王
」

等
の
項
目
に
関
す
る
カ
ウ
エ
ル
の
説
明
に
言
及
し
な
が
ら
、
そ
の
作
品
が
「
コ
モ
ン
・

ロ
ー
に
敵
対
的
な
出
版
物
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
与
え
る
悪
影
響
を
懸
念
す
る
。
ホ
ス

キ
ン
ズ
の
こ
の
動
議
は
「
苦
情
委
員
会
」
（the C

om
m

ittee of G
rievances

）
の

審
議
に
付
託
さ
れ
た 

３
６ 

。 

翌
二
四
日
に
開
か
れ
た
苦
情
委
員
会
で
は
、
そ
の
作
品
が
「
あ
ま
り
に
無
分
別
で
、

思
慮
を
欠
い
て
お
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
名
誉
と
権
力
に
つ
い
て
悪
評
を
ま
き
散
ら

す
」
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
委
員
会
は
、「
作
品
や
そ

の
な
か
の
一
文
を
、
文
脈
を
欠
い
た
ま
ま
非
難
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
」
と
判
断

し
、
作
品
全
体
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
証
す
る
た
め
の
「
小
委
員
会
」（sub-com

m
ittee

）
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の
設
置
を
決
議
し
、
同
日
直
ち
に
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
小
委
員
会
は
、
カ
ウ
エ
ル
事

件
の
審
議
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
委
員
に
は
、
先
の
ホ
ス
キ
ン
ズ
、

両
院
合
同
委
員
会
で
庶
民
院
を
代
表
し
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
バ
ー
ト
（H

enry 

H
obart, ? -1625

）
３
７ 

、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ー
チ
ン
（R

ichard M
artin, 

1570-1618

）
３
８ 

の
他
、
ジ
ョ
ン
・
ド
ッ
ド
リ
ッ
ジ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
イ
ク
ウ
ィ

ル
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ
ク
ら
錚
々
た
る
議
会
派
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
が

含
ま
れ
て
い
た
。
小
委
員
会
は
、『
解
釈
者
』
を
詳
細
に
検
証
し
、
幾
つ
か
の
項
目
の

解
説
が
あ
ま
り
に
も
「
向
こ
う
見
ず
で
、
危
険
か
つ
有
害
な
形
で
」
述
べ
ら
れ
て
い

る
と
断
定
し
、
こ
の
作
品
に
よ
っ
て
「
我
々
の
権
利
に
異
議
が
唱
え
ら
れ
る
」
の
は

筋
違
い
で
、「
彼
の
方
が
訴
訟
に
召
還
さ
れ
る
」
べ
き
だ
と
結
論
づ
け
、
苦
情
委
員
会

へ
報
告
し
た 

３
９ 

。 

こ
の
報
告
を
受
け
た
苦
情
委
員
会
で
は
、
カ
ウ
エ
ル
告
発
の
罪
状
と
訴
訟
方
式
が

審
議
さ
れ
た
。
カ
ウ
エ
ル
が
は
た
し
て
「
ど
の
よ
う
な
罪
状
で
告
発
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
か
」
と
い
う
点
に
関
し
て
、
小
委
員
会
に
再
度
検
討
を
要
請
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
マ
ー
チ
ン
は
、
今
後
の
審
議
方
式
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
意
見
を

述
べ
る
。
カ
ウ
エ
ル
の
作
品
で
は
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
誤
っ
て
い
る
と
断
言
さ
れ
て

い
る
が
ゆ
え
に
」
、
そ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
の
自
由
（liberties

）
を
抑
圧
す
る
」
こ
と

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
ロ
ー
マ
法
学
者
、
枢
密
院
、
裁
判
官
に
も

諮
問
し
て
、
何
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
提
案
し
た
。
こ

の
マ
ー
チ
ン
の
発
言
を
受
け
て
、
当
時
法
務
次
官
の
任
に
あ
っ
た
宮
廷
派
の
サ
ー
・

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
が
審
議
方
式
を
め
ぐ
っ
て
重
要
な
提
案
を
行
う
。
ベ
ー
コ

ン
は
、
そ
れ
ま
で
の
庶
民
院
の
カ
ウ
エ
ル
審
議
の
あ
り
方
を
変
更
さ
せ
る
、
新
た
な

審
議
方
式
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
論
の
所
在
を
別
の
地
平
へ
と
移
し
て
い
っ

た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
カ
ウ
エ
ル
問
題
は
「
庶
民
院
だ
け
で
な
く
国
王
、
そ
し
て
議
会

全
体
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、「
国
王
と
人
民
と
の
間
に
誤
解
を
惹
き
起
こ
す
」
性

格
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
こ
の
人
物
の
処
罰
に
あ
た
っ
て
は
、
貴
族
院
と
合
同
で
行

う
」
必
要
が
あ
る
、
と
。
こ
こ
で
の
ベ
ー
コ
ン
の
意
図
は
、
カ
ウ
エ
ル
問
題
の
審
議

を
、「
諸
身
分
の
調
和
」
に
立
っ
て
、
国
王
支
持
の
下
に
庶
民
院
と
貴
族
院
と
が
合
同

で
進
め
る
構
図
を
と
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
庶
民
院
・
対
・
カ
ウ
エ
ル
の

構
図
は
、
国
王
の
絶
対
的
権
力
を
説
い
た
そ
の
作
品
の
性
格
か
ら
考
え
て
、
論
理
的

に
は
、
庶
民
院
・
対
・
国
王
の
構
図
に
も
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
少
な
く

と
も
、
カ
ウ
エ
ル
問
題
の
審
議
を
継
続
す
る
限
り
、
国
王
権
力
が
論
争
の
対
象
と
な

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
が
カ
ウ
エ

ル
事
件
で
最
も
懸
念
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
苦
情
委

員
会
は
、
マ
ー
チ
ン
お
よ
び
ベ
ー
コ
ン
の
提
案
を
受
け
て
、
カ
ウ
エ
ル
の
罪
状
と
貴

族
院
と
の
合
同
審
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
小
委
員
会
に
検
討
を
要
請
し
た 

４
０ 

。 

 

三
月
二
六
日
、
小
委
員
会
は
二
度
に
わ
た
っ
て
審
議
を
重
ね
、
カ
ウ
エ
ル
事
件
が

「
議
会
の
威
厳
に
関
係
す
る
問
題
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
訴
訟
は
両
院
が
協
働

で
行
う
べ
き
こ
と
を
、
貴
族
院
に
正
式
に
要
請
す
べ
き
だ
と
勧
告
し
た 

４
１ 

。
こ
れ

を
受
け
て
、
同
日
直
ち
に
庶
民
院
か
ら
貴
族
院
に
一
通
の
書
簡
が
送
ら
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
庶
民
院
は
「
カ
ウ
エ
ル
の
作
品
に
は
議
会
と
い
う
高
等
法
院
を
中
傷
し
侮
辱

す
る
内
容
や
、
危
険
な
帰
結
と
実
例
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
作
品
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の
攻
撃
的
な
内
容
に
関
す
る
貴
族
院
と
の
合
同
検
証
と
、
そ
う
し
た
作
品
を
刊
行
し

た
当
の
人
物
を
処
罰
す
る
た
め
の
訴
訟
手
続
き
を
と
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
」
。

庶
民
院
の
要
請
に
対
し
、
貴
族
院
は
同
日
、
返
答
を
行
っ
た
。「
議
会
と
い
う
高
等
法

院
の
名
誉
を
維
持
す
る
う
え
で
、
ま
た
国
王
を
頭
と
し
た
議
会
と
い
う
身
体
を
共
に

構
成
し
て
い
る
両
院
の
結
束
を
促
進
す
る
た
め
に
、
そ
の
訴
訟
手
続
き
は
相
応
し
い

も
の
と
思
わ
れ
、
貴
族
院
は
喜
ん
で
庶
民
院
と
合
同
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
。
こ
う

し
て
第
一
回
目
の
両
院
合
同
委
員
会
が
、
三
月
二
日
午
後
に
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な

っ
た 

４
２ 

。 

と
は
い
え
、
こ
の
時
の
貴
族
院
側
の
応
諾
が
実
際
に
は
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
は
そ
の
際
に
カ

ウ
エ
ル
を
弁
護
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
貴
族
院
の
他
の
出
席
者
か
ら
と
く
に
異
論

は
出
て
い
な
い
。
セ
シ
ル
は
、
庶
民
院
が
「
こ
の
著
作
に
関
す
る
審
議
を
求
め
て
い

る
」
以
上
、「
気
が
進
ま
な
い
」
が
応
じ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
発
言
し
て
い

る 

４
３ 

。
他
方
、
こ
の
時
点
ま
で
の
庶
民
院
の
態
度
は
、
か
な
り
過
熱
し
先
鋭
化
し

て
い
た
。
当
時
の
庶
民
院
議
員
の
一
人
が
両
院
合
同
委
員
会
の
前
日
に
認
め
た
書
簡

に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。「
法
の
作
成
と
補
助
金
の
徴
収
を
、
議
会
の
同
意
も
し
く

は
権
威
な
し
に
国
王
大
権
に
帰
属
さ
せ
て
」
し
ま
お
う
と
す
る
「
途
方
も
な
い
見
解
」

に
対
し
、
庶
民
院
の
人
び
と
は
、「
議
会
の
権
威
に
よ
っ
て
カ
ウ
エ
ル
を
訴
訟
に
か
け

る
こ
と
に
国
王
が
許
可
を
与
え
る
な
ら
ば
、
カ
ウ
エ
ル
を
絞
首
刑
に
処
し
て
し
ま
い

か
ね
な
い
」
で
あ
ろ
う
、
と 

４
４ 

。
し
か
し
、
庶
民
院
の
先
鋭
化
し
た
調
子
は
、
議

会
の
法
廷
で
の
訴
訟
に
持
ち
込
む
た
め
に
、
カ
ウ
エ
ル
の
処
罰
に
消
極
的
な
貴
族
院

と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
の
審
議
に
移
行
し
て
い
く
。 

   

（
二
）
両
院
合
同
委
員
会
の
審
議 

 

三
月
二
日
、
貴
族
院
の
委
員
会
に
庶
民
院
の
委
員
が
合
流
す
る
形
で
、
第
一
回
目

の
両
院
合
同
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
で
当
時
法
務
長
官
の
任
に

あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
バ
ー
ト
が
庶
民
院
の
見
解
を
報
告
し
た
。
彼
の
説
明
は
、
貴

族
院
と
の
「
対
立
を
避
け
る
」
た
め
に
、
庶
民
院
の
先
鋭
化
し
た
論
調
を
抑
え
な
が

ら
、
慎
重
か
つ
穏
健
に
進
め
ら
れ
た
。
ホ
バ
ー
ト
は
ま
ず
、
カ
ウ
エ
ル
問
題
が
「
庶

民
院
と
貴
族
院
に
同
様
に
関
係
し
て
い
る
」
問
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し

て
そ
の
処
罰
に
あ
た
っ
て
は
、「
著
者
の
目
的
を
十
分
に
確
か
め
」、
そ
の
言
及
が
「
無

知
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ

る
と
。
ま
た
、
庶
民
院
は
カ
ウ
エ
ル
個
人
の
「
職
位
や
人
格
を
標
的
に
攻
撃
し
て
い

る
の
で
は
な
い
」
こ
と
も
付
言
す
る
。
他
方
、
ホ
バ
ー
ト
は
、
議
会
で
王
権
に
関
わ

る
問
題
を
臣
民
が
公
的
に
議
論
す
る
こ
と
自
体
の
問
題
に
つ
い
て
も
注
意
深
く
配
慮

す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
国
家
と
王
国
」
の
統
治
に
関
わ
る
事
柄
を
臣
民
が
論
争
す
る

こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
し
て
も
、
し
か
し
「
良
き
結
果
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
き

た
国
制
の
基
礎
を
揺
る
が
す
な
ら
ば
」、
す
な
わ
ち
王
国
の
「
偉
大
な
紐
帯
」
で
あ
る

「
古
来
の
議
会
」
が
攻
撃
さ
れ
る
な
ら
ば
、
議
論
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
。

ホ
バ
ー
ト
は
、
カ
ウ
エ
ル
事
件
が
「
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
慎
重
に
取
り
扱
う
」
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べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る 

４
５ 

。
実
際
、
後
述
す

る
よ
う
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
が
カ
ウ
エ
ル
事
件
の
布
告
に
お
い
て
強
調
し
た
の
は
、

ま
さ
に
国
王
権
力
を
臣
民
が
論
じ
る
こ
と
自
体
の
問
題
で
あ
っ
た
。
王
権
に
関
し
て

臣
民
が
論
争
す
る
こ
と
は
、
庶
民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
も
一
六
一
〇
年

議
会
の
最
初
の
段
階
で
は
な
お
慎
重
を
要
す
る
事
柄
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

ホ
バ
ー
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
慎
重
に
議
論
を
進
め
つ
つ
、『
解
釈
者
』
に
批
判
を
加

え
て
い
く
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
我
々
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
ロ
ー
マ
法
の
対
立
を
望
み
は

し
な
い
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
ロ
ー
マ
法
は
兄
弟
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
ロ
ー
マ
法
が
弟
で
あ
る
」。
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
ー
マ
法
に
基
づ
い
て
コ

モ
ン
・
ロ
ー
を
軽
視
す
る
カ
ウ
エ
ル
の
作
品
は
、
庶
民
院
か
ら
見
れ
ば
、「
読
者
を
惑

わ
す
危
険
で
不
遜
な
」
代
物
で
あ
る
。
ホ
バ
ー
ト
が
特
に
批
判
の
矛
先
を
向
け
た
の

は
、「
国
王
と
そ
の
祖
先
た
ち
は
議
会
の
両
院
に
投
票
を
認
め
た
が
、
そ
れ
は
政
治
的

慈
悲
あ
る
い
は
慈
悲
的
政
策
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
カ
ウ
エ
ル
の
議
会
軽
視
の
態
度

で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
学
者
カ
ウ
エ
ル
は
、「
図
々
し
い
新
奇
な
説
を

持
ち
込
み
、
提
議
す
る
」
こ
と
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
に
対
し
て
「
危
険
な
帰
結
」

を
導
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
、
と 

４
６ 

。
ホ
バ
ー
ト
の
い
う
危
険
な
帰
結
と
は
、
国

王
が
必
要
の
際
に
議
会
の
同
意
な
し
に
立
法
や
課
税
を
行
う
と
い
う
事
態
を
指
し
て

い
る
。
一
六
一
〇
年
議
会
が
冒
頭
か
ら
補
助
金
の
徴
収
を
め
ぐ
っ
て
審
議
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
さ
ら
に
、
第
四
章
で
既
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
直
前
の
一
六
〇
六
年
の
「
ベ

イ
ト
事
件
」
で
、
議
会
の
同
意
を
経
て
い
な
い
国
王
の
新
税
を
合
法
と
認
め
る
判
決

が
下
っ
て
い
た
こ
と 

４
７ 

な
ど
を
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、
議
会
の
同
意
と
い
う
王
権

へ
の
制
限
は
当
時
極
め
て
実
際
的
で
緊
要
な
争
点
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

ホ
バ
ー
ト
の
説
明
に
続
い
て
、
マ
ー
チ
ン
か
ら
、
国
王
、
議
会
、
リ
ト
ル
ト
ン
、

補
助
金
、
国
王
大
権
等
、
庶
民
院
が
問
題
と
見
な
す
箇
所
の
引
用
が
行
わ
れ
て
い
っ

た 

４
８ 

。
そ
の
後
、
貴
族
院
は
カ
ウ
エ
ル
事
件
の
審
議
に
関
し
て
、
国
王
に
請
願
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。
同
日
、
国
王
に
請
願
が
届
け
ら
れ
、
大
蔵
卿
セ
シ
ル
を
介
し

て
国
王
か
ら
直
ち
に
返
答
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
明
確
な
意
思
表

示
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
国
王
は
、
「
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る
旨
の
根
拠
と
理
由
」

を
告
げ
、
追
っ
て
「
直
接
返
答
す
る
こ
と
を
約
束
」
す
る
と
と
も
に
、
財
政
問
題
の

解
決
に
向
け
て
「
国
王
の
利
益
」
に
む
し
ろ
力
を
傾
注
す
る
よ
う
要
請
し
た 

４
９ 

。

国
王
へ
の
請
願
を
要
望
し
た
貴
族
院
の
立
場
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
国
王
を
「
頭
」

と
し
た
議
会
の
枠
組
み
に
則
っ
て
、
あ
く
ま
で
国
王
了
解
の
下
に
両
院
で
審
議
す
る

と
い
う
形
式
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
と
い
え
る
が
、
こ
の
時
の
請
願
と
回
答
は
、
三
月

八
日
の
劇
的
な
変
化
へ
と
つ
な
が
る
伏
線
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世

は
、
自
ら
カ
ウ
エ
ル
に
事
情
聴
取
を
行
い 

５
０ 

、
紛
糾
し
た
議
会
の
打
開
策
を
練
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。 

第
一
回
目
の
両
院
合
同
委
員
会
の
議
事
内
容
は
、
翌
三
日
、
貴
族
院
に
報
告
さ
れ

た 
５
１ 

。
こ
れ
を
受
け
て
貴
族
院
で
は
、
五
日
、
庶
民
院
と
の
今
後
の
審
議
を
ど
の

よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
進
め
る
か
が
討
議
さ
れ
た
。
セ
シ
ル
は
、
カ
ウ
エ
ル
を
処
罰
す

る
法
的
根
拠
の
問
題
を
提
起
す
る
。
セ
シ
ル
に
よ
れ
ば
、
カ
ウ
エ
ル
の
事
例
に
該
当

し
う
る
根
拠
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
議
会
お
よ
び
議
員
の
特
権
を
侵
害
し
た
と

い
う
罪
状
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ウ
エ
ル
の
作
品
は
「
議
会
の
会
期
以
外
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の
と
こ
ろ
で
書
か
れ
た
」
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
「
議
会
の
特
定
の
メ
ン
バ
ー
に
は

言
及
し
て
い
な
い
」
こ
と
か
ら
、
「
本
件
の
よ
う
な
特
殊
な
事
例
で
処
罰
す
る
こ
と
」

に
は
、
セ
シ
ル
自
身
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。「
同
様
の
先
例
や
本
件
に
似
た
事
例
が
か

つ
て
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
、
私
は
知
ら
な
い
」
と
。
貴
族
院
は
、「
こ
の
種
の
性
格

の
先
例
」
が
存
在
す
る
か
、
議
会
の
書
記
官
に
調
査
す
る
よ
う
求
め
た 

５
２ 

。 

以
上
の
審
議
に
は
、
カ
ウ
エ
ル
事
件
に
対
す
る
庶
民
院
と
貴
族
院
の
温
度
差
が
は

っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
セ
シ
ル
の
言
葉
に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
貴

族
院
側
は
絞
首
刑
は
お
ろ
か
処
罰
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
消
極
的
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
議
会
の
な
か
で
も
、
庶
民
院
と
貴
族
院
と
で
は
カ
ウ
エ
ル

に
対
す
る
態
度
に
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

と
も
あ
れ
、
貴
族
院
は
、
八
日
午
後
に
両
院
合
同
委
員
会
を
再
度
開
催
す
る
こ
と

を
了
承
し
た 

５
３ 

。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
両
院
合
同
委
員
会
で
は
、
国
王
の
直
接
介

入
に
よ
り
劇
的
な
変
化
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。 

   

第
四
節 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
の
政
治
的
態
度 

  

（
一
）
国
王
の
直
接
介
入
―
議
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
― 

 

以
下
の
考
察
で
は
、
カ
ウ
エ
ル
事
件
の
過
程
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
が
示
し
た
政
治

見
解
を
通
し
て
、
彼
の
統
治
理
念
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
第

二
回
目
の
両
院
合
同
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
当
日
に
な
っ
て
、
大
蔵
卿
セ
シ
ル
を
介

し
て
議
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
午
前
中
に
貴
族
院
に
伝
え
ら
れ
た
内
容
に
よ

れ
ば
、「
カ
ウ
エ
ル
は
、
国
王
が
行
使
す
る
法
た
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
対
し
て
あ
ま
り

に
も
図
々
し
い
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
下
で
国
王
の
統
治
も
息
づ
く
の
で
あ
り
、
国
王

お
よ
び
す
べ
て
の
者
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
」
と
、
そ
の
重
要
性

を
認
め
る
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
議
会
に
つ
い
て
も
、「
カ
ウ
エ
ル
は
議
会
の
威
厳

を
見
誤
っ
て
お
り
、
自
己
の
専
門
外
で
あ
る
議
会
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
詮

索
し
て
書
き
す
ぎ
て
い
る
」
と
非
難
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
議
会
の
権
威
に

も
理
解
を
示
す
。 

 

続
い
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
国
王
の
統
治
権
力
に
言
及
し
て
い
く
。
国
王
は
本
来
、

「
絶
対
的
権
力
」
を
具
え
て
い
る
が
、
し
か
し
「
体
制
の
確
立
し
た
国
家
」
に
お
い

て
は
、
国
王
と
い
え
ど
も
既
に
確
立
し
た
国
制
に
従
っ
て
統
治
を
行
う
、
と
い
う
二

重
の
論
拠
を
示
す
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、「
国
王
は
か
つ
て
の
こ
の
王
国
の
君
主

た
ち
と
同
様
、
絶
対
的
権
力
を
持
っ
て
い
る
」
。
そ
れ
ゆ
え
、
カ
ウ
エ
ル
の
よ
う
に
、

「
国
王
の
権
力
と
大
権
に
つ
い
て
吟
味
す
る
こ
と
」
自
体
が
不
遜
な
行
為
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。
し
か
し
他
方
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
体
制
の
確
立
し
た
国
家
に

お
い
て
は
、
国
王
の
統
治
が
法
に
従
う
こ
と
も
承
認
す
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、「
国
王

に
課
せ
ら
れ
た
こ
の
種
の
拘
束
を
取
り
払
う
意
図
な
ど
持
っ
て
は
い
な
い
」
し
、
常

に
「
自
分
自
身
の
願
望
よ
り
公
共
善
を
優
先
す
る
」
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、「
国
王
が

既
存
の
国
制
や
国
土
の
法
を
問
題
視
す
る
こ
と
な
ど
な
い
」
と
宣
言
す
る 

５
４ 

。 
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さ
ら
に
同
日
午
後
に
は
、
庶
民
院
の
代
表
も
加
わ
っ
た
両
院
合
同
委
員
会
の
場
で
、

セ
シ
ル
か
ら
庶
民
院
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
国
王
は
カ

ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
と
い
う
名
の
作
品
に
つ
い
て
吟
味
し
」、
ま
た
自
ら
「
カ
ウ
エ

ル
を
喚
問
し
て
、
厳
格
に
尋
問
し
た
」。
そ
の
う
え
で
、
国
王
は
、
カ
ウ
エ
ル
が
「
コ

モ
ン
・
ロ
ー
に
対
し
て
あ
ま
り
に
不
遜
」
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
と
。
国
王

は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
、
世
界
の
他
の
卓
越
し
た
法
と
同
様
、「
叡
智
あ
る
、
安
定
し

た
」
法
と
見
な
し
て
お
り
、「
国
王
が
行
為
す
る
際
の
助
言
者
」
と
し
て
尊
重
し
て
い

る
と
伝
え
ら
れ
た 

５
５ 

。 

さ
ら
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
、
国
王
権
力
の
由
来
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
彼
は
、

国
王
権
力
が
人
民
に
よ
る
「
選
定
権
力
」
で
あ
る
と
い
う
委
任
論
を
ま
ず
否
定
し
、

国
王
の
「
権
原
」
は
「
父
祖
累
代
の
男
系
」
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強

調
す
る 

５
６ 

。
そ
し
て
、
い
か
な
る
形
に
せ
よ
明
確
な
定
義
に
よ
っ
て
、「
国
王
権
力

に
限
定
を
加
え
る
こ
と
は
、
脆
く
危
険
な
事
柄
で
あ
る
」
と
強
調
す
る
。
し
か
し
他

方
で
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
、
国
王
の
権
力
が
自
然
法
・
万
民
法
と
と
も
に
、「
王
国

の
法
」
に
も
由
来
し
て
お
り
、「
こ
の
王
国
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
」
か
ら
恩
恵
を
得
て
い

る
こ
と
も
承
認
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
、
王
国
の
諸
身
分
の
同
意

な
し
に
法
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
国
王
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
自

由
に
補
助
金
を
徴
収
で
き
る
と
い
っ
た
、
カ
ウ
エ
ル
の
教
説
を
「
馬
鹿
げ
た
こ
と
」

と
し
て
退
け
る
。
こ
う
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
、
議
会
と
の
宥
和
を
図
り
な
が
ら
、

カ
ウ
エ
ル
の
作
品
を
発
禁
処
分
に
す
る
決
定
を
伝
え
た
の
で
あ
る 

５
７ 

。 

こ
こ
に
は
、
財
政
問
題
の
解
決
と
そ
の
た
め
の
補
助
金
の
徴
収
と
い
う
議
会
を
召

集
し
た
本
来
の
目
的
が
、
皮
肉
に
も
国
王
の
絶
対
的
権
力
と
そ
れ
に
基
づ
く
必
要
の

際
の
恣
意
的
課
税
を
理
論
的
に
説
い
た
は
ず
の
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
に
よ
っ
て
、

逆
に
審
議
さ
れ
な
い
ま
ま
停
滞
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
苛
立
ち
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、「
議
会
が
こ
れ
以
上
、
こ
の
よ
う
な
問
題
で
紛
糾
す
る
こ
と
が
な
い
」
よ
う
、

「
気
に
か
け
、
ま
た
切
望
し
て
」
い
る
と
の
彼
の
言
葉
に
も
表
れ
て
い
る 

５
８ 

。
し

た
が
っ
て
、
彼
の
こ
こ
で
の
一
見
、
立
憲
主
義
的
と
も
受
け
取
れ
る
言
明
を
そ
の
ま

ま
額
面
通
り
解
釈
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
当
然
、
留
保
が
伴
う
。
そ
れ
は
、
切
迫
し

た
財
政
問
題
の
解
決
を
議
会
に
円
滑
に
審
議
さ
せ
る
た
め
の
妥
協
的
な
宥
和
策
の
側

面
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
彼
が
こ
こ
で
示
し
た
二

重
の
論
拠
も
い
わ
ば
原
理
と
妥
協
を
意
味
し
、
先
述
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
治
に

特
有
の
両
義
的
な
二
重
性
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
次
節
の
考
察
で
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
ろ
う
。 

   

二
）
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
政
治
理
念
―
議
会
演
説
― 

（

 

三
月
二
一
日
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
自
ら
議
会
で
演
説
を
行
い
、
そ
の
冒
頭
部
分

で
、
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
の
問
題
に
改
め
て
言
及
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は

ま
ず
、
カ
ウ
エ
ル
事
件
の
背
景
に
あ
っ
た
庶
民
院
の
懸
念
を
説
明
す
る
。
そ
れ
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
古
来
の
統
治
形
式
」
と
「
王
国
の
法
」
に
従
っ
て
統
治
し
続
け

る
「
一
般
的
な
確
固
と
し
た
意
思
」
が
国
王
に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
種
の
制
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限
に
拘
束
さ
れ
ず
に
「
国
王
の
絶
対
的
権
力
に
よ
っ
て
自
ら
が
好
都
合
と
考
え
る
時

に
統
治
形
式
や
法
を
改
変
し
て
し
ま
う
意
図
」
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
懸
念
で
あ
っ
た
。
ま
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
ロ
ー
マ
法
を
め
ぐ
る
庶
民
院
コ
モ
ン
・

ロ
ー
ヤ
ー
の
懸
念
に
つ
い
て
も
こ
う
触
れ
る
。
法
の
系
譜
に
は
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
―

私
は
そ
の
過
大
な
自
負
心
を
嫌
う
の
だ
が
―
と
並
ん
で
別
の
支
流
が
存
在
す
る
が
、

そ
の
別
の
支
流
の
法
が
確
立
し
た
と
こ
ろ
で
私
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え

て
、
こ
の
国
の
人
び
と
の
統
治
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
占
め
て
き
た
位
置
に
ロ
ー
マ
法

を
取
っ
て
代
わ
ら
せ
よ
う
と
い
う
願
望
を
私
が
持
っ
て
い
る
」
の
で
は
な
い
か
と
。

そ
し
て
彼
は
、「
カ
ウ
エ
ル
が
執
筆
し
た
作
品
を
め
ぐ
っ
て
汝
ら
の
な
か
で
起
こ
っ
た

苦
情
は
、
こ
う
し
た
懸
念
に
伴
う
出
来
事
の
一
部
で
あ
っ
た
」
の
だ
ろ
う
と
指
摘
す

る 

５
９ 

。 

こ
う
し
た
懸
念
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
次
の
よ
う
に
自
己
の
統
治
観
を
披
露

し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
一
方
で
神
授
権
の
理
論
を
展
開
し
、
他
方
で
王
国
の
法
を
尊

重
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
彼
は
、
統
治
の
権
威
と
正
統
性
に
つ

い
て
言
及
す
る
。「
国
王
は
正
当
に
も
神
と
呼
ば
れ
る
。
国
王
は
、
神
の
権
力
行
使
と

同
じ
方
式
で
、
あ
る
い
は
類
似
の
方
式
で
権
力
を
行
使
す
る
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
…

神
は
自
ら
の
意
の
ま
ま
に
創
造
し
た
り
破
壊
し
た
り
、
作
っ
た
り
作
ら
な
か
っ
た
り

す
る
権
力
を
具
え
て
お
り
、
ま
た
生
殺
与
奪
の
権
力
を
持
ち
、
誰
に
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
す
べ
て
の
も
の
を
判
断
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
。
…
国
王
も
ま

た
同
様
な
権
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
に
神
授
権
の
論
理
を
訴
え
、

さ
ら
に
加
え
て
、「
国
王
と
は
家
族
の
父
た
る
者
に
譬
え
ら
れ
る
。
国
王
は
実
際
…
人

民
の
政
治
的
な
父
な
の
で
あ
る
」
と
、
い
わ
ゆ
る
家
父
長
支
配
の
論
理
を
展
開
す
る
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
王
権
神
授
と
家
父
長
支
配
を
混
合
し
た
型
の
支

配
の
正
統
性
を
一
方
で
主
張
す
る
。 

し
か
し
他
方
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
こ
う
言
葉
を
続
け
る
。
国
王
は
、「
王
国
の
諸
々

の
基
本
法
を
遵
守
す
る
二
重
の
宣
誓
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
国
王
で
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
暗
黙
の
う
ち
に
、
人
民
を
護
り
、
王
国
の
法
を
護
る
こ
と
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
「
体
制
の
確
立
し
た
王
国
に
お
い
て
統
治

す
る
国
王
」
は
、
法
に
従
っ
て
統
治
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
も
し
そ
れ
を
止
め
て

し
ま
う
な
ら
ば
、「
専
制
君
主
」
へ
と
堕
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
。
こ

う
し
て
、
か
れ
は
、「
法
に
遵
う
正
当
な
君
主
」
と
「
強
奪
的
な
専
制
君
主
」
と
の
違

い
を
主
張
し
、
自
身
が
戴
冠
に
際
し
て
行
っ
た
誓
約
の
通
り
、
法
に
従
い
統
治
す
る

旨
を
確
認
し
た
の
で
あ
る 

６
０ 

。 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
カ
ウ
エ
ル
事
件
で
示
し
た
両
義
的
な
見
解
の
う
ち
、
一
見
立
憲
主

義
的
と
も
見
え
る
言
説
を
も
っ
て
、
直
ち
に
庶
民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
と
の
間
に

共
通
了
解
を
仮
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
統
治
理
念
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
伝
統
的
国
制
観
と
は
性
格
的
に
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た

し
か
に
、
一
三
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
末
ま
で
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
と
統
治
の
観
念

に
は
、
通
常
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
が
制
限
君
主
制
の
言
説
と
し
て
引
用
す
る
ブ
ラ
ク

ト
ン
や
ス
ミ
ス
を
、
カ
ウ
エ
ル
が
国
王
の
絶
対
的
権
力
の
論
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
、
王
権
の
至
上
性
と
制
限
君
主
制
を
共
に
説
く
二
重
の
側
面
が
存

在
し
て
い
る
。
と
は
い
え
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
ブ
ラ
ク
ト
ン
が
「
法
に
従
っ
て
統
治
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す
る
こ
と
ほ
ど
至
上
な
る
権
力
は
な
い
」
と
主
張
し 

６
１ 

、
ス
ミ
ス
が
「
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
王
国
の
至
高
か
つ
絶
対
的
な
権
力
」
を
議
会
に
お
け
る
国
王
の
な
か
に
認
め
た

よ
う
に 

６
２ 
、「
法
」
や
そ
の
制
定
手
続
と
し
て
の
「
議
会
」
を
通
じ
て
王
権
の
至
上

性
を
導
く
と
い
う
性
格
を
持
ち
、
そ
の
意
味
で
議
論
の
重
心
は
明
ら
か
に
王
権
に
対

す
る
一
定
の
制
約
な
い
し
限
定
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
点
か

ら
言
え
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
制
の
二
元
的
な
観
念
は
、
神
の
絶
対
的
権
力
と
の

ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
国
王
権
力
の
正
統
性
を
説
く
神
授
権
の
論
理
や
、「
君
主
の
好
む
と
こ

ろ
が
法
で
あ
る
」
と
い
う
君
主
の
立
法
権
を
重
視
し
た
ロ
ー
マ
法
的
王
権
理
念
と
は

明
ら
か
に
対
立
す
る
観
念
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
一
定
の
曖
昧
さ
を
伴
い
、
王
権
と
臣
民
の
双
方
に
活
用
可
能
な
国
制
観

が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
伝
統
的
な
理
念
だ
と
す
れ
ば
、
カ
ウ
エ
ル
が
「
絶
対
君
主
制
」

と
し
て
試
み
た
一
義
的
な
定
義
は
、
ロ
ー
マ
法
的
思
考
に
立
っ
て
そ
う
し
た
統
治
の

二
元
性
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ロ
ー
マ
法
を
継
受
し
た
国

の
王
と
し
て
ロ
ー
マ
法
に
共
感
を
持
ち
、
し
か
も
自
然
法
思
想
と
そ
れ
に
依
拠
し
た

王
権
神
授
的
な
主
権
概
念
を
信
条
と
す
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
場
合
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
伝
統
的
な
統
治
の
二
元
性
を
巧
み
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
あ
っ

た
と
は
言
い
難
い
。
な
る
ほ
ど
統
治
の
実
践
と
向
き
合
う
彼
の
場
合
に
は
、
学
者
で

あ
る
カ
ウ
エ
ル
の
よ
う
に
一
義
的
な
原
則
に
収
斂
さ
せ
て
国
王
権
力
を
語
る
こ
と
は

も
と
よ
り
な
か
っ
た
。
し
か
し
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
示
す
両
義
的
な
態
度
は
、
原
理
的
に

は
王
権
神
授
説
に
立
ち
、
実
際
上
の
要
請
か
ら
法
に
従
う
統
治
が
あ
く
ま
で
国
王
の

意
思
と
恩
寵
に
基
づ
く
と
い
う
前
提
の
上
で
妥
協
的
に
語
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

実
際
、
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
に
即
位
す
る
直
前
の
著
作
の
な
か
で
こ
う
言
明
し

て
い
る
。「
良
き
国
王
は
す
べ
て
の
行
為
を
法
に
従
っ
て
形
づ
く
る
と
言
っ
た
が
、
し

か
し
国
王
は
そ
れ
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
国
王
の
良
き
意
思
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」。
さ
ら
に
、「
議
会
に
お
い
て
臣
民
の
懇
請
を
受
け
、

そ
の
要
請
に
即
し
て
彼
ら
の
助
言
を
伴
い
な
が
ら
、
国
王
が
法
を
作
成
し
て
い
る
」

が
、「
そ
の
よ
う
に
議
会
と
の
間
で
労
力
を
費
や
し
つ
つ
も
…
、
国
王
は
議
会
な
い
し

諸
身
分
の
助
言
な
し
に
制
定
法
や
法
令
を
い
つ
で
も
作
成
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
。

国
王
の
統
治
を
準
拠
さ
せ
る
「
国
王
の
法
」
が
あ
る
の
で
は
な
く
、「
国
王
こ
そ
が
法

の
源
泉
で
あ
り
、
立
法
者
で
あ
る
」
こ
と
は
必
然
で
あ
る
と 

６
３ 

。
こ
の
よ
う
に
君

主
の
意
思
が
法
で
あ
る
と
い
う
ロ
ー
マ
法
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
主
義
的
な
王
権
の
理
念

に
立
っ
て
立
法
権
の
専
有
を
説
く
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
統
治
理
念
は
、
原
理
的
に
は
上
述

し
た
カ
ウ
エ
ル
の
解
釈
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
に
妥
協
的
に
法
に
従

う
君
主
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
は
い
て
も
、
庶
民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
が
主
張
す
る

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
国
制
観
と
は
明
ら
か
に
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ

よ
う
。 

   
（
三
）
カ
ウ
エ
ル
事
件
に
関
す
る
国
王
の
「
布
告
」 

 

三
月
二
五
日
に
は
、
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
に
関
す
る
国
王
の
布
告
が
出
さ
れ

た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
約
束
し
た
通
り
、
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
を
発
禁
処
分
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に
す
る
命
令
を
発
し
た
。
布
告
で
は
、
そ
の
事
由
を
三
点
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
、「
君

主
制
の
深
遠
な
秘
義
」
に
論
及
し
た
越
権
行
為
の
ゆ
え
に
、
第
二
に
、「
王
国
の
議
会

の
真
の
地
位
」
に
関
す
る
誤
っ
た
見
解
の
ゆ
え
に
、
第
三
に
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
コ

モ
ン
・
ロ
ー
」
に
関
す
る
不
当
な
言
及
の
ゆ
え
に
。
こ
れ
ら
は
、
す
で
に
八
日
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
、
お
よ
び
二
一
日
の
演
説
で
示
さ
れ
た
見
解
と
ほ
ぼ
同
じ
論
点
で
あ
る
。

も
し
異
な
っ
た
印
象
を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
国
王
大
権
の
不
可
侵
性
に
関

す
る
言
及
部
分
が
相
対
的
に
突
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
布
告
で
は
、
以
上
の
事
由

の
説
明
に
先
立
っ
て
、
冒
頭
で
、
国
王
の
統
治
の
深
遠
性
と
、
そ
れ
に
関
す
る
論
争

の
非
許
容
性
を
縷
々
説
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
王
は
「
地
上
に

お
け
る
神
」
で
あ
り
、「
国
王
の
人
格
や
国
家
に
属
す
る
諸
々
の
深
遠
な
秘
義
の
す
べ

て
」
に
関
し
て
、
人
び
と
は
議
論
す
る
能
力
も
資
格
も
持
た
な
い
。「
君
主
制
お
よ
び

政
治
的
統
治
の
最
も
深
遠
な
る
秘
義
」
に
つ
い
て
人
び
と
が
議
論
す
る
こ
と
は
、「
そ

の
本
分
か
ら
外
れ
て
、
能
力
の
超
え
た
事
柄
に
干
渉
す
る
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い

と
。
カ
ウ
エ
ル
は
ま
さ
し
く
こ
の
点
に
お
い
て
弾
劾
さ
れ
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
カ
ウ

エ
ル
批
判
の
狙
い
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。
国
王
権
力
あ
る
い
は
国
王
大
権
を
議
論

し
た
事
由
で
カ
ウ
エ
ル
を
断
罪
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
議
会
が
同
様
な
議

論
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
暗
に
牽
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
布
告
で
は
、
「
一
ロ
ー
マ
法
学
者
に
す
ぎ
な
い
」
者
が
、
「
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
順
に
並
べ
ら
れ
た
辞
典
」
の
ご
と
き
作
品
の
な
か
で
、「
統
治
と
君
主
制
」
に
属

す
る
事
柄
を
定
義
し
よ
う
と
し
た
行
為
自
体
が
咎
め
ら
れ
る
。
カ
ウ
エ
ル
は
、「
身
の

丈
を
超
え
た
問
題
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
事
柄
を
誤
っ
て
し
ま
っ
た
」。

そ
の
過
ち
は
、
第
一
に
、
「
君
主
制
の
秘
義
」
を
論
争
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
国
王

の
至
高
の
権
力
を
大
い
に
傷
つ
け
た
」
こ
と
。
第
二
に
、「
王
国
の
議
会
の
真
の
地
位

と
、
そ
の
基
本
構
造
お
よ
び
特
権
を
誤
っ
て
解
釈
し
た
」
こ
と
。
第
三
に
、「
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
、
そ
の
最
も
有
名
な
旧
き
裁
判
官
に
つ
い
て
不
敬
な
言

及
を
し
た
」
こ
と
。
以
上
の
よ
う
な
「
過
ち
と
不
手
際
を
将
来
に
お
い
て
く
り
返
さ

な
い
た
め
に
」、
布
告
で
は
、
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
の
売
買
、
さ
ら
に
閲
読
さ
え

も
禁
止
し
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
所
持
し
て
い
る
者
は
す
べ
て
提
出
す
る
よ
う
命
じ
た 

６
４ 

。 

 

こ
う
し
て
カ
ウ
エ
ル
問
題
に
つ
い
て
は
一
応
の
決
着
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
カ
ウ
エ
ル
事
件
が
、
議
会
の
法
廷
に
よ
る
訴
訟
で
は
な
く
、

布
告
と
い
う
国
王
の
権
威
に
依
拠
し
て
解
決
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
当
初
、

庶
民
院
お
よ
び
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
は
、
極
刑
も
視
野
に
入
れ
て
、
あ
く
ま
で
「
議

会
の
権
威
に
よ
っ
て
カ
ウ
エ
ル
を
訴
訟
に
か
け
る
こ
と
」
６
５ 

を
目
標
と
し
て
い
た
。

し
か
し
結
果
的
に
、
彼
ら
の
意
図
し
た
議
会
の
権
威
に
よ
る
解
決
は
実
現
し
な
か
っ

た
。
カ
ウ
エ
ル
問
題
の
決
着
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
カ
ウ
エ
ル
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

国
王
の
「
慈
悲
的
政
策
」
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
格
好
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
国
王
の
布
告
は
、
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
を
発
禁
処
分
に
は
し
た
が
、
カ
ウ

エ
ル
本
人
に
つ
い
て
は
極
刑
は
お
ろ
か
刑
事
罰
そ
の
も
の
も
下
し
て
い
な
い
。
他
方
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
、
こ
の
問
題
を
通
じ
て
、
国
王
の
権
威
を
示
す
こ
と
が
で
き
た

し
、
一
時
的
に
せ
よ
議
会
の
信
頼
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
時
に
布
告
で
、

臣
民
が
国
王
の
統
治
権
力
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を
間
接
的
に
禁
じ
る
先
例
を
残
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す
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る 

６
６ 

。 

 

一
方
、
議
会
と
り
わ
け
庶
民
院
に
と
っ
て
も
、
カ
ウ
エ
ル
事
件
は
、
そ
の
結
末
自

体
は
国
王
の
布
告
を
通
じ
た
解
決
と
は
な
つ
た
も
の
の
、
庶
民
院
の
権
能
に
お
い
て

こ
の
後
、
重
要
な
先
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
通
常
、
司
法
を
管
轄

す
る
貴
族
院
と
は
別
個
に
、
庶
民
院
が
独
自
に
司
法
権
を
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
六
一
四
年
議
会
に
お
い
て
、
ヘ
イ
ク
ウ
ィ
ル

は
こ
う
主
張
し
て
い
る
。「
庶
民
院
は
、
貴
族
院
に
依
存
し
な
く
て
も
、
人
も
し
く
は

団
体
を
庶
民
院
の
法
廷
に
召
喚
し
、
処
罰
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
対
す
る
不
行
跡
を
審
理
す
る
権
限
を
備
え
て
い
る
」
と 

６
７ 

。

そ
し
て
、
貴
族
の
よ
う
な
高
位
の
者
（noblem

en
）
で
あ
っ
て
も
庶
民
院
に
よ
っ
て

処
罰
さ
れ
た
先
例
と
し
て
カ
ウ
エ
ル
事
件
の
他
い
く
つ
か
の
先
例
が
列
挙
さ
れ
て
い

る 

６
８ 

。 

  

第
五
節 

コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
ロ
ー
マ
法
の
関
係 

 

 

（
一
）
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
ロ
ー
マ
法
継
受 

  

以
下
で
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
後
期
か
ら
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
初
期
に
か
け
て
の
コ

モ
ン
・
ロ
ー
と
ロ
ー
マ
法
を
め
ぐ
る
関
係
の
変
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ウ

エ
ル
事
件
の
歴
史
的
意
味
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
同
時
に
、
本
稿
全
体
が

こ
れ
ま
で
強
調
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
、
前
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
の
「
古
来
の
国
制
」

論
の
形
成
に
お
い
て
一
六
一
〇
年
議
会
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
と
い
う

事
実
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
際
に
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
、
フ
ォ
ー
テ
ス
キ

ュ
ー
以
来
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
国
制
理
念
と
、
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
お
よ

び
ロ
ー
マ
法
学
と
い
う
二
つ
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
系
譜
が
こ
の
時
点
で
融
合
し
、
一

七
世
紀
の
「
古
来
の
国
制
」
論
が
定
式
化
さ
れ
て
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
狙
い
に
立
っ
て
い
る
。 

本
来
、
慣
習
法
を
法
源
と
し
て
認
め
、
土
着
の
判
例
法
と
し
て
発
展
し
た
コ
モ
ン
・

ロ
ー
は
、
法
原
則
に
基
づ
い
て
論
理
的
に
体
系
化
さ
れ
た
ロ
ー
マ
法
（
中
世
ロ
ー
マ

法
学
）
と
は
対
照
的
な
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
と
く
に
前
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
に
は
、

ロ
ー
マ
法
が
王
権
の
強
化
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
ロ

ー
マ
法
と
の
対
立
は
当
然
視
さ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
当
時
、
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

流
行
し
て
い
た
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
と
ロ
ー
マ
法
学
の
知
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ

が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
つ
い
に
な
く
、
彼
ら
の
思
考
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
特
有
の
島
国
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
き
た 

６
９ 

。 

 

近
代
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
理
論
の
誕
生
は
、
一
七
世
紀
初
期
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク

ッ
ク
の
集
大
成
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
卓
越
性
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
、
ク
ッ
ク
が
頻
繁
に
引
証
し
た
の
は
、
一
五

世
紀
の
法
学
者
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、

「
こ
の
王
国
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
を
通
じ
て
、
現
在
そ
れ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い

る
の
と
同
じ
慣
習
法
に
よ
っ
て
間
断
な
く
支
配
さ
れ
て
き
た
」
と
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
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ド
法
が
ブ
リ
ト
ン
人
の
時
代
に
起
源
を
持
つ
不
変
の
法
で
あ
る
が
ゆ
え
に
卓
越
し
て

い
る
の
だ
と
説
く 

７
０ 

。
前
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
期
に
、
ク
ッ
ク
は
、
絶
対
主
義
的

王
権
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
の
こ
の
命
題
を
引
証
し
て
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
法
が
ブ
リ
ト
ン
人
の
時
代
に
由
来
す
る
最
も
古
来
の
法
で
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
最
も
卓
越
し
た
法
で
あ
る
と
し
、
法
の
支
配
を
主
張
す
る 

７
１ 

。
こ
う
し
た
見

解
は
、「
ノ
ル
マ
ン
・
コ
ン
ク
ェ
ス
ト
」
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
与
え
た
影
響
を
否
定

す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
理
解
は
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
法
の
古
来
性
と
不
変
性
を
強
調
し
た
一
五
世
紀
の
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
か
ら
一

七
世
紀
初
期
の
ク
ッ
ク
へ
と
直
接
的
に
継
承
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
間
に
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
の
影
響
を
受
け
た
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
期
、
と
り
わ
け
ロ
ー
マ
法

を
積
極
的
に
受
容
し
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
再
考
し
よ
う
と
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
期

が
介
在
し
て
い
る
。 

 

す
で
に
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
期
に
生
じ
た
ロ
ー
マ
法
の

受
容
は
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
実
態
と
も
関
連
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
政

治
社
会
は
、
判
例
法
と
し
て
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
シ
ュ
に
形
成
さ
れ
て
き
た
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
法
を
合
理
的
に
法
改
革
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
が

不
確
実
で
分
か
り
に
く
い
こ
と
に
対
し
て
、
当
時
の
一
般
の
人
び
と
は
不
満
を
募
ら

せ
て
い
た
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
司
法
運
営
を
担
う
当
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
た
ち

自
身
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
弊
害
は
重
大
な
問
題
と
し
て
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

と
り
わ
け
、
ト
マ
ス
・
エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
（
エ
ル
ズ
ミ
ア
卿
）
や
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー

コ
ン
と
い
っ
た
ロ
ー
マ
法
の
学
識
に
と
く
に
傾
倒
し
て
い
た
法
律
家
に
と
っ
て
喫
緊

の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
エ
ル
ズ
ミ
ア
は
一
五
九
七
年
に
エ

リ
ザ
ベ
ス
一
世
に
対
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
あ
ま
り
に
数
多
く
の
法
が
存
在
す
る

た
め
に
、
そ
れ
ら
は
「
理
解
す
る
の
が
非
常
に
困
難
で
、
そ
れ
ゆ
え
臣
民
の
間
で
多

く
の
論
争
を
引
き
起
こ
し
、
多
大
な
問
題
を
発
生
さ
せ
て
い
る
」
と
進
言
し
て
い
る 

７
２ 

。
ま
た
ベ
ー
コ
ン
も
、
「
法
の
曖
昧
さ
こ
そ
、
こ
の
時
代
の
わ
が
国
の
法
に
対
し

て
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
、
重
要
か
つ
最
も
正
し
い
非
難
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
合
理
的
な
諸
学
問
と
ロ
ー
マ
法
学
に
関
す
る
高
い
学
識
を
備
え
、
一
六
世
紀
末

か
ら
一
七
世
紀
初
期
に
か
け
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
改
革
を
試
み
た
ベ
ー
コ
ン
に
よ

れ
ば
、
こ
う
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
不
確
実
か
つ
曖
昧
な
法
の
実
態
を
改
め
る
た
め

に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
を
明
確
な
論
拠
に
基
づ
い
て
合
理
化
・
体
系
化
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、「
理
性
の
結
論
」
と
し
て
の
準
則
・
格
律
を
「
法

の
な
か
の
法
」
と
し
て
確
立
し
、「
個
別
の
実
定
法
」
の
知
識
を
統
御
し
て
い
く
こ
と

で
あ
っ
た 

７
３ 

。 

エ
ル
ズ
ミ
ア
や
ベ
ー
コ
ン
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
た
法
改
革
の
必
要
性
と
そ
の

た
め
の
合
理
的
な
諸
学
問
や
ロ
ー
マ
法
学
の
積
極
的
参
照
と
い
う
問
題
関
心
は
、
じ

つ
は
彼
ら
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
に
か
な
り
共
有
さ
れ
た
特
徴

で
も
あ
っ
た
。
法
の
合
理
化
の
た
め
に
格
律
や
準
則
を
定
式
化
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

は
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
た
ち
の
間
に
広

く
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
策
に
も

従
事
し
た
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
、
同
一
の
あ
る
い
は
類
似
し
た
事
例
に
対
し
て

「
単
一
無
二
の
判
決
」
で
あ
る
に
は
、「
固
定
し
た
確
実
性
の
あ
る
法
の
根
拠
と
準
則
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を
適
用
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
法
律
の
知
識
」
だ
け

で
は
不
十
分
で
、
「
論
証
と
論
理
的
思
考
に
従
っ
た
他
の
す
べ
て
の
合
理
的
な
学
問
」

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と 

７
４ 

。
一
六
一
〇
年
議
会
で
活
躍
し
た
ト
マ

ス
・
ヘ
ド
リ
ィ
も
、「
同
じ
条
理
の
下
に
あ
る
個
別
事
例
」
は
す
べ
て
同
じ
一
つ
の
法

と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
衡
平
（equity

）」
の
原
理

を
適
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
原
理
に
よ
っ
て
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
集
積
さ
れ

た
個
別
事
例
か
ら
一
般
的
法
が
生
み
出
さ
れ
る
、
と 

７
５ 

。 

以
上
の
よ
う
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
法
的
思
考
は
、
第
一
節
で
確
認
し
た
ロ
ー

マ
法
学
者
カ
ウ
エ
ル
の
そ
れ
と
重
な
り
合
う
も
の
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
す
で
に
第

二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
一
般
原
則
を
形
成
し
、
合
理
性
を
図

る
過
程
で
、
最
も
影
響
力
を
も
っ
た
学
問
は
ロ
ー
マ
法
で
あ
っ
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー

の
研
究
の
な
か
に
ロ
ー
マ
法
を
取
り
入
れ
る
傾
向
は
当
時
一
般
化
し
て
お
り
、
多
く

の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
構
成
す
る
一
部
に
ロ
ー
マ
法
を
含
め
て

い
た
。
た
と
え
ば
、
ロ
ー
マ
法
と
教
会
法
の
両
法
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
そ
な

え
て
い
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
ジ
ョ
ン
・
ド
ッ
ド
リ
ッ
ジ
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は

「
ロ
ー
マ
法
か
ら
も
非
常
に
多
く
の
公
理
と
準
則
を
得
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
我
々

の
法
に
お
い
て
借
用
さ
れ
て
お
り
、
通
常
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
言
明
し
て

い
る 

７
６ 

。 

 

フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
に
依
拠
し
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
古
来
性
と
不
変
性
を
説
き
、

そ
れ
ゆ
え
ロ
ー
マ
法
と
は
一
線
を
画
し
た
ク
ッ
ク
の
一
六
二
〇
年
代
の
解
釈
態
度
と

は
異
な
り
、
こ
の
時
期
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
態
度
は
、
合
理
的
な
法
改
正
の
必

要
か
ら
、
積
極
的
に
ロ
ー
マ
法
へ
の
接
近
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
ロ
ー
マ
法
へ
の
特
別
な
敵
意
は
見
ら
れ
な
い
。 

他
方
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
合
理
的
な
改
正
を
進
め
る
と
い
う
作
業
は
、
必
然

的
に
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
が
い
う
古
来
性
と
不
変
性
の
命
題
を
見
直
す
こ
と
へ
と
つ

な
が
る
。
そ
れ
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
「
歴
史
的
改
変
」
を
認
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

す
で
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
の
知
的
雰
囲
気
の
な
か
で
、
一
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
で
は
実
証
的
な
歴
史
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
一
五
八
八
年
に
は
「
考
古
家
協
会

（the Society of A
ntiquaries

）」
が
誕
生
し
た
。
こ
の
協
会
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
人

文
主
義
の
語
源
学
的
な
歴
史
研
究
に
立
っ
て
『
ブ
リ
タ
ニ
ア
（Br

tannia

）
』

i

７
７ 

を

執
筆
し
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
カ
ム
デ
ン
を
中
心
に
設
立
さ
れ
、
数
多
く
の
古
文
書
研
究

の
成
果
を
発
表
し
て
い
た 

７
８ 

。
カ
ム
デ
ン
や
ロ
ジ
ャ
ー
・
コ
ッ
ト
ン
を
は
じ
め
と

す
る
協
会
に
所
属
し
た
歴
史
家
た
ち
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
制
度
や
官
職
に
関
す
る

考
古
研
究
の
な
か
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
慣
習
の
多
く
が
実
は
古
来
の
基
礎
を
持
つ

も
の
で
は
な
く
、
歴
史
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
征
服
民
族
に
よ
っ
て
く
り
返
し
改
変

さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
い
た 

７
９ 

。 

そ
し
て
重
要
な
の
は
、
す
で
に
第
二
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
カ
ム
デ
ン
・

ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
」
に
は
、
ド
ッ
ド
リ
ッ
ジ
、
ヘ
イ
ク
ウ
ィ
ル
、
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ
ク
、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
ジ
ョ
ン
・
セ
ル
デ
ン
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ホ
ー
ラ
ン
ド
（Joseph H

olland

）

と
い
っ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
か
ら
前
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
代
表
的

な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
た
ち
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
カ
ム
デ
ン

や
コ
ッ
ト
ン
と
い
っ
た
人
文
主
義
の
歴
史
家
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
記
述
に
お
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け
る
時
代
錯
誤
を
避
け
て
あ
り
の
ま
ま
の
過
去
そ
れ
自
体
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
ル

ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
の
語
源
学
的
な
歴
史
研
究
の
方
法
を
習
得
し
、
実
際
に
そ
れ
を

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
制
度
に
関
す
る
研
究
に
適
用
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
。
そ
れ
は
、

一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
人
文
主
義
法
学
者
た
ち
が
古
典
期
ロ
ー
マ
法
の
歴
史
研
究

に
基
づ
い
て
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
法
典
の
普
遍
的
効
力
を
否
定
し
、
同
時
に
フ
ラ
ン

ス
固
有
の
封
建
法
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
態
度
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
れ

ら
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
は
、
ブ
リ
ト
ン
人
な
い
し
サ
ク
ソ
ン
人
以
来
の
古
来
の
コ
モ

ン
・
ロ
ー
と
い
う
定
式
を
否
定
し
、
ノ
ル
マ
ン
人
が
持
ち
込
ん
だ
封
建
法
の
影
響
に

お
い
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
を
考
察
し
た
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ブ

リ
ト
ン
人
以
来
の
古
来
性
を
説
い
た
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
や
、
一
六
二
〇
年
代
の
ク

ッ
ク
と
は
異
な
っ
て
、
彼
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
歴
史
的
変
化
や
征
服
民
族
に

よ
る
改
変
を
積
極
的
に
考
証
し
よ
う
と
し
て
い
た
し
、
ま
た
現
に
十
分
な
認
識
を
示

し
て
い
た
。 

 

た
と
え
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
イ
ク
ウ
ィ
ル
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
古
来
性
」

に
関
す
る
論
考
の
な
か
で
、
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
の
古
来
性
の
見
解
に
異
論
を
唱
え
、

ブ
リ
ト
ン
人
の
法
と
の
連
続
性
を
は
っ
き
り
と
否
定
す
る
。
ヘ
イ
ク
ウ
ィ
ル
に
よ
れ

ば
、「
ブ
リ
ト
ン
人
の
古
代
の
法
」
は
、
ま
ず
ロ
ー
マ
人
の
征
服
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、

ブ
リ
テ
ン
島
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
法
が
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ブ
リ
テ
ン
島
を
侵

略
し
た
サ
ク
ソ
ン
人
は
旧
来
の
法
を
改
変
し
、
サ
ク
ソ
ン
人
自
身
の
法
を
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
ブ
リ
ト
ン
人
の
法
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
は
「
完
全
に
消
滅
」
し
た
。
そ
の
後
も
ブ
リ
テ
ン
島
に
上
陸
し
た
デ
ー
ン
人
が
、

ノ
ル
マ
ン
・
コ
ン
ク
ェ
ス
ト
以
前
に
す
で
に
、
サ
ク
ソ
ン
人
の
法
の
な
か
に
ノ
ル
マ

ン
人
の
法
と
慣
習
を
持
ち
込
み
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
を
部
分
的
に
改
変
さ
せ
て
い
っ

た
。
そ
の
後
、
ノ
ル
マ
ン
・
コ
ン
ク
ェ
ス
ト
と
と
も
に
、
サ
ク
ソ
ン
人
の
法
と
ノ
ル

マ
ン
人
が
持
ち
込
ん
だ
法
と
が
混
合
さ
れ
た
結
果
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
「
現
在
運
用

さ
れ
て
い
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
」
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
と 

８
０ 

。
こ
の
よ
う
に
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
と
制
度
が
歴
史
的
に
改
変
を
く
り
返
し
て
き
た
事
実
と
、
と
り
わ

け
そ
の
な
か
で
も
現
行
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
与
え
た
ノ
ル
マ
ン
・
コ
ン
ク
ェ
ス
ト
の

影
響
を
肯
定
す
る
同
様
な
見
解
は
、
カ
ム
デ
ン
・
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
た
他
の
コ
モ

ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
た
ち
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
カ
ム
デ
ン
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
知
的
影
響
を
受
け
て
い
た
多
く
の

コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
歴
史
的
変
化
を
受
け
容
れ
て
い
た
。
そ

れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
卓
越
性
が
単
な
る
古
来
の
不
変
性
に

で
は
な
く
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
含
ま
れ
る
理
性
（
合
理
性
）
に
こ
そ
由
来
す
る
と
い

う
見
解
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
の
下
で
の
ロ
ー
マ
法
を
含
め

た
人
文
諸
学
の
積
極
的
受
容
は
、
こ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
理
性
と
い
う
観
点
か
ら
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
や
ク
ッ
ク
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
卓

越
性
を
古
来
の
「
歴
史
性
（
古
来
性
）」
に
求
め
て
い
た
の
に
対
し
、
一
六
世
紀
後
半

か
ら
一
七
世
紀
初
期
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
態
度
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
変
化
を

受
け
容
れ
、
そ
の
卓
越
性
の
由
来
を
「
理
性
」
と
い
う
点
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。 
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（
二
）
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
に
お
け
る
変
容 

  

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
期
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
態
度

は
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
期
に
入
っ
て
大
き
く
変
容
す
る
。
彼
ら
の
主
眼
は
、
国
王
大

権
の
行
使
に
対
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
支
配
と
い
う
点
に
置
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ィ
ン
チ
は
、
国
王
大
権
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
誤
っ
た
こ
と
に
ま
で
及
び
は
し
な
い
と
主
張
し 

８
１ 

、
ジ
ョ
ー

ジ
・
ク
ロ
ー
ク
（G

eorge C
roke

）
は
、
国
王
の
行
為
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
反
し
て

い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
王
大
権
と
し
て
見
な
さ
れ
な
い
と
言
明
し
た 

８
２ 

。
国
王

大
権
に
基
づ
く
課
税
の
是
非
が
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
一
六
一
〇
年
議
会
は
、
ま
さ

し
く
そ
の
転
換
点
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
国
王
大
権
を
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
制
限
づ
け
て
い
く
必
要
性
が
高
ま

る
と
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
時
代
的
変
遷
を
認
め
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
解
釈
で
は
不
十

分
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
過
去
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
改
変
の
事
実
を
歴
史

的
に
認
識
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
歴
史
の
変
化
の
相
の
な
か
で
相
対
化
し
て
し
ま
う

こ
と
は
、
現
在
に
お
け
る
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
王
権
に
よ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
改
変
に
も

道
を
開
き
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を

古
来
の
不
変
性
に
お
い
て
捉
え
、
そ
れ
を
権
威
あ
る
確
固
不
動
の
法
と
し
て
定
義
づ

け
る
こ
と
の
方
が
政
治
的
に
は
望
ま
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
コ
モ
ン
・
ロ

ー
解
釈
は
、
再
び
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
の
命
題
へ
と
旋
回
し
て
い
く
。
し
か
し
そ
れ

は
、
単
な
る
回
帰
で
は
な
か
っ
た
。
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
の
古
来
性
の
主
張
は
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
期
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
が
追
求
し
た
理
性
の
主
張
と
媒
介
さ
れ
る
形
で
、

新
た
な
よ
り
洗
練
さ
れ
た
様
式
で
復
活
し
て
い
く
。
そ
の
最
初
の
典
型
的
な
言
説
が
、

ま
さ
に
一
六
一
〇
年
の
議
会
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ヘ
ド
リ
ィ
は
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
「
移
り
気
な
変
化
と
改
変
」
を
否
定
し
、
そ
の
「
善
性
と
理
性
は

恒
常
的
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
は
「
時
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
た

法
」
で
あ
る
。「
唯
一
、
理
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
そ
れ
こ
そ
が
コ
モ

ン
・
ロ
ー
の
本
質
的
形
式
を
な
す
。
要
す
る
に
、
そ
れ
は
時
（tim

e

）
で
あ
る
。
時

は
、
真
実
の
検
証
者
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
知
恵
、
教
養
、
知
識
の
本
源
（author

）

で
あ
る
」
。
法
は
、
「
時
と
経
験
の
叡
知
に
よ
っ
て
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
と
っ
て
良

き
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
ま
た
適
し
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
」
を
検
証
さ
れ
る
の
だ

と 

８
３ 

。
こ
う
し
て
「
時
の
検
証
」
と
い
う
論
理
か
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
「
時
の

作
品
」
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
て
い
く
。
た
と
え
素
材
と
な
る
個
々
の
部
分
で
は
改
変

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
体
と
し
て
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
古
来
の
連
続
性
と
同
一
性

を
持
ち
、
時
の
試
練
を
経
た
「
善
性
と
理
性
」
を
備
え
た
権
威
あ
る
確
実
な
法
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
。 

ヘ
イ
ク
ウ
ィ
ル
も
、
一
六
一
〇
年
議
会
の
段
階
で
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
単
な
る

慣
習
で
は
な
く
、
「
旧
き
古
来
の
慣
習
」
と
み
な
し
、
「
大
い
な
る
古
来
性
」
ゆ
え
の

「
合
理
性
」
を
も
っ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
卓
越
性
を
説
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
か
つ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
の
語
源
学
的
な
歴
史
研
究
に
基
づ
い
て
フ
ォ

ー
テ
ス
キ
ュ
ー
の
古
来
の
「
不
変
性
」
と
い
う
命
題
を
否
定
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法

の
歴
史
的
改
変
を
肯
定
し
て
い
た
見
解
さ
え
も
一
変
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
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ン
グ
ラ
ン
ド
法
は
、
ノ
ル
マ
ン
・
コ
ン
ク
ェ
ス
ト
に
よ
っ
て
も
変
化
を
被
ら
な
か
っ

た
し
、
サ
ク
ソ
ン
以
前
の
「
太
古
の
時
代
」
か
ら
「
現
在
」
に
至
る
ま
で
恒
常
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
こ
う
し
た
「
確
実
性
」
こ
そ
が
、
国
王
と
臣
民

の
間
の
問
題
を
究
極
的
に
裁
定
す
る
の
だ
、
と 

８
４ 

。
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
後
期
の
コ

モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
法
的
思
考
が
、
学
問
的
伝
統
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
の
法
的
思
考
は
、
政
治
的
要
請
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
に
入
っ
て
か
ら
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
意
識
は
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
国
王
と
臣
民
の
間
の
確
実
な
裁
定
者
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
に
よ

り
、
国
王
大
権
に
一
定
の
制
限
を
加
え
よ
う
と
す
る
点
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
意
識

は
、
課
税
の
問
題
を
め
ぐ
る
一
六
一
〇
年
議
会
の
論
争
の
な
か
に
は
っ
き
り
と
現
れ

て
い
る
。
特
に
先
の
ヘ
ド
リ
ィ
の
演
説
に
続
く
六
月
二
三
日
か
ら
七
月
三
日
の
審
議

で
は
、
ホ
ス
キ
ン
ズ
、
ド
ッ
ド
リ
ッ
ジ
、
ヘ
イ
ク
ウ
ィ
ル
、
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ
ク
ら
が

い
ず
れ
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
基
づ
き
な
が
ら
、
議
会
の
同
意
が
な
い
国
王
の
課
税

を
違
法
な
も
の
と
し
て
拒
否
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る 

８
５ 

。
ヘ
イ
ク
ウ
ィ
ル
は
、

国
王
の
課
税
権
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
か
ら
賦
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
平
時
に
お
い
て

は
も
と
よ
り
、
戦
時
に
お
い
て
も
」
、
「
議
会
の
同
意
な
く
国
王
の
絶
対
的
権
力
に
よ

っ
て
」
徴
収
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
す
る 

８
６ 

。
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ
ク
は
、「
ロ

ー
マ
法
の
根
拠
を
認
め
る
」
国
で
は
、
国
王
が
「
法
を
作
成
し
、
課
税
す
る
絶
対
的

権
力
を
持
つ
」
が
、
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
に
従
え
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
支
配
す
る

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
立
法
権
と
課
税
権
の
二
つ
の
権
力
は
「
議
会
に
お
け
る
国
王

の
み
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
」
と
言
明
す
る 

８
７ 

。
一
六
一
〇
年
議
会
に
お
い
て
典

型
的
に
見
ら
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
解
釈
に
お
け
る
旋
回
、
す
な
わ
ち
コ
モ
ン
・
ロ
ー

と
は
古
来
の
「
時
の
検
証
」
を
経
た
理
性
に
基
づ
い
て
、
国
王
と
臣
民
の
双
方
を
支

配
す
る
最
も
確
実
な
る
法
で
あ
る
と
す
る
見
方
は
、
そ
の
後
の
一
六
二
〇
年
代
に
も

そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
六
二
五
年
議
会
で
ト
マ
ス
・
カ
ル
ー

は
、
国
王
に
対
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
こ
う
定
義
し
て
い
る
。「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は

長
期
に
わ
た
る
時
の
連
続
性
（a long continuance of tim

e

）
に
よ
っ
て
、
こ
の

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
性
格
に
適
合
し
た
」
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
単
に
人
の
創
意
工
夫
に

よ
る
だ
け
で
な
く
」
、
「
神
に
由
来
す
る
理
性
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
古
来
の
法
の
根
拠

（the ancient grounds of the law
s

）」
あ
る
い
は
「
古
来
の
格
律
（the ancient 

m
axim

s

）」
で
あ
っ
て
、「
国
王
と
臣
民
の
双
方
に
と
っ
て
最
も
確
実
な
る
統
治
原
理
」

な
の
で
あ
る
。
カ
ル
ー
は
こ
う
定
義
し
つ
つ
、
国
王
は
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
統
治
に

お
け
る
最
も
適
正
な
準
則
と
し
て
遵
守
」
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る 

８
８ 

。 

 

カ
ウ
エ
ル
事
件
が
起
き
た
一
六
一
〇
年
議
会
は
、
ま
さ
し
く
以
上
の
よ
う
に
コ
モ

ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
解
釈
態
度
が
大
き
く
転
回
す
る
地
点
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
学
問
的
伝
統
が
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
の
政
治
的
対
立

へ
と
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
転
換
点
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
カ
ウ
エ
ル
は
、
第
一
節

で
見
た
よ
う
に
、
研
究
歴
の
大
半
を
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
に
形
成
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
の
知
的
影
響
下
で
考
古
的
な
歴
史
研
究
の
方
法
が
法
学
の
研

究
に
お
い
て
も
駆
使
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
歴
史
的
に
相
対
化
さ
れ

る
と
と
も
に
、
同
時
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
合
理
的
な
体
系
化
の
た
め
、
ロ
ー
マ
法
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が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
に
よ
っ
て
好
ん
で
探
求
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
カ
ウ
エ
ル

の
学
問
形
成
は
、
こ
う
し
た
テ
ュ
ー
ダ
ー
期
の
知
的
雰
囲
気
の
な
か
で
行
わ
れ
た
。

興
味
深
い
の
は
、
カ
ウ
エ
ル
自
身
も
カ
ム
デ
ン
の
協
会
に
属
し
、
知
的
交
流
を
結
ん

で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
形
跡
は
、『
解
釈
者
』
の
な
か
に
も
確
認
で
き
る
。
た
と

え
ば
「
バ
ロ
ン
」
の
説
明
で
、
カ
ウ
エ
ル
は
、「
わ
れ
わ
れ
考
古
家
協
会
の
な
か
で
私

が
か
つ
て
聴
い
た
よ
う
に
」
と
述
懐
し
つ
つ
、
カ
ム
デ
ン
の
見
解
を
引
証
し
て
い
る
。

こ
れ
と
同
様
な
例
は
、
他
の
箇
所
で
も
頻
繁
に
見
受
け
ら
れ
る 

８
９ 

。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
テ
ュ
ー
ダ
ー
期
の
人
文
主
義
の
知
的
雰
囲
気
の
な
か

で
生
ま
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
ロ
ー
マ
法
と
の
姉
妹
的
関
係
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世

の
即
位
に
よ
っ
て
、
や
が
て
絶
対
主
義
的
政
策
の
現
実
的
危
惧
、
と
り
わ
け
恣
意
的

な
課
税
の
懸
念
が
高
ま
る
と
と
も
に
後
退
し
て
い
く
。
一
六
一
〇
年
当
時
の
人
び
と

は
、
国
王
が
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
低
く
評
価
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
よ
り
も
ロ
ー
マ
法

を
高
く
称
賛
し
て
お
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
対
立
す
る
ロ
ー
マ
法
学
者
カ
ウ
エ
ル
博

士
が
執
筆
し
た
『
解
釈
者
』
を
是
認
し
て
い
る
」
も
の
と
受
け
取
っ
て
い
た 
９
０ 

。

こ
う
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
解
釈
態
度
を
変
化
さ
せ
る

と
も
に
、
国
王
大
権
の
全
能
化
に
つ
な
が
る
論
拠
を
含
ん
だ
ロ
ー
マ
法
に
敵
意
を
示

す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
第
二
節
で
確
認
し
た
庶
民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ

ー
た
ち
の
、
ロ
ー
マ
法
学
者
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
に
対
す
る
先
鋭
的
な
敵
対
心

は
、
こ
う
し
た
政
治
状
況
の
変
化
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

主
に
テ
ュ
ー
ダ
ー
期
の
知
的
雰
囲
気
の
な
か
で
過
ご
し
、
し
か
も
学
者
と
し
て
の

人
生
を
歩
ん
だ
カ
ウ
エ
ル
に
と
っ
て
、
庶
民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
実
践
的
・
政

治
的
な
意
識
変
化
は
十
分
に
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
法
律
用
語
辞
典

の
『
解
釈
者
』
が
か
く
も
激
し
い
攻
撃
を
庶
民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
か
ら
受
け
る

と
は
予
想
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
不
運
な
こ
と
に
、
バ
ン
ク
ロ
フ
ト

の
要
請
で
絶
対
君
主
制
を
擁
護
し
た
当
の
相
手
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
か
ら
も
処
分
さ

れ
る
羽
目
に
な
っ
た
。
確
か
に
、
国
王
大
権
に
よ
る
立
法
権
の
専
有
を
説
く
ジ
ェ
ー

ム
ズ
の
理
念
は
、
原
理
的
に
は
カ
ウ
エ
ル
の
そ
れ
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
絶
対
主
義
的
な
神
授
権
の
原
理
に
立
ち
つ
つ
、

実
践
的
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
国
制
と
の
妥
協
を
図
り
つ
つ
、
非
常
時
の
必
要

と
い
う
名
目
で
国
王
大
権
の
拡
大
を
可
能
な
範
囲
で
目
論
む
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
と
っ
て
、

カ
ウ
エ
ル
の
純
粋
理
論
的
な
絶
対
主
義
の
教
説
は
む
し
ろ
議
会
と
の
交
渉
に
お
い
て

妨
げ
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

他
方
、
当
時
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
、
ロ
ー
マ
法
は
あ
る
意
味
で
諸
刃

の
剣
で
あ
っ
た
。
法
学
的
に
は
、
一
連
の
合
理
的
な
準
則
・
原
理
に
基
づ
い
て
法
の

体
系
化
を
図
る
う
え
で
、
ロ
ー
マ
法
は
摂
取
す
べ
き
有
益
な
法
典
で
あ
っ
た
。
し
か

し
政
治
的
に
は
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
主
義
的
な
皇
帝
の
絶
対
的
権
能
を
説
く
ロ
ー
マ
法

の
言
説
は
、
国
王
の
絶
対
的
権
力
を
擁
護
す
る
言
説
へ
と
容
易
に
転
用
さ
れ
る
危
険

性
を
伴
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
先
述
の
カ
ウ
エ
ル
の
二
つ
の
著
作
に
つ
い
て
も
当
て
は

ま
る
。
ロ
ー
マ
法
の
方
法
に
よ
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
再
編
を
企
図
し
た
『
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
法
提
要
』
は
、
庶
民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
に
よ
っ
て
と
く
に
問
題
視
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
全
体
的
に
は
同
様
な
目
的
の
も
と
に
編
纂
さ
れ
て
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い
て
も
、
絶
対
的
な
国
王
大
権
を
擁
護
す
る
論
拠
を
含
ん
だ
『
解
釈
者
』
は
、
一
六

一
〇
年
議
会
で
庶
民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
か
ら
激
し
く
攻
撃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
の
ロ
ー
マ
法
に
対
す
る
両
義
的
な
態
度
が
は
っ
き
り

と
現
れ
て
い
る
。
そ
し
て
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
に
は
ロ
ー
マ
法
の
も

つ
学
問
的
メ
リ
ッ
ト
が
前
景
に
現
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
に
は
む

し
ろ
ロ
ー
マ
法
の
も
つ
政
治
的
な
危
険
性
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
だ
と
い

え
る
。
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
を
め
ぐ
る
事
件
は
、
こ
う
し
た
歴
史
状
況
の
転
回

を
端
的
に
物
語
る
重
要
な
事
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

ま
た
カ
ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
』
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
治
世
が
始
ま
っ
て
以
降
、
国

王
の
統
治
を
め
ぐ
っ
て
社
会
に
鬱
積
し
て
い
た
種
々
の
政
治
的
懸
念
が
公
然
と
議
論

さ
れ
る
足
場
を
、
庶
民
院
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。
そ
し
て
、『
解
釈
者
』
の
な
か
に
表
現
さ
れ
た
ロ
ー
マ
法
学
者
カ
ウ
エ
ル
の

絶
対
君
主
制
の
理
論
は
、
当
時
の
補
助
金
や
賦
課
金
を
め
ぐ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
統
治

政
策
と
絡
み
合
っ
て
、
王
権
と
庶
民
院
と
の
間
に
原
理
的
な
国
制
論
争
を
生
み
出
す

契
機
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

 

 

 
le

 
i

i

.
.

 

i
f

t
 

１ 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
最
初
の
議
会
は
、
一
六
〇
四
年
に
召
集
さ
れ
、
一
六
一
一
年
二
月
九
日
に

解
散
さ
れ
る
ま
で
、
以
下
の
通
り
、
計
五
回
に
わ
た
っ
て
会
期
が
開
か
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
第
一
会
期
（1604.3.19- 7.7

）
、
第
二
会
期
（1605.11.5- 1606.5.27

）、
第
三
会

期
（1606.11.18- 1607.7.4

）、
第
四
会
期
（1610.2.9- 7.23

）、
第
五
会
期
（1610.9.16- 

12.6

） 。

２ A
Com

plete Co
l

ction of State Trials and Proceedings for H
igh Treason 

and O
ther Crim

es and M
isdem

eannors , com
piled by T. B. H

ow
ell, Esq., 

21vols, vol.2 (1 Jam
es I. To 3 Charles I. …

1603-1627), Reprinted, N
ew

 

York, 2000, II, pp.382-92. 

以
下
、State

Tr
als 

記

 

と
略

。

３ 

以
上
の
叙
述
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。S.R

.G
ardiner, H

istory of England, 

vol.II,1607-1616, N
ew

 York,1965, chap.XIII. 

今
井
宏
編
『
イ
ギ
リ
ス
史
２
』
山

川
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
第
五
章
。 

４ Tanner, Tanner, Constitutional D
ocum

ents of the Re
gn of Jam

es I, 

A
D

1603-1625 , Cam
bridge,1952, p.23. 

５ 

こ
の
時
の
模
様
は
以
下
に
記
さ
れ
て
い
るSir Edw

ard Coke, The Tw
elfth Part 

of the Reports (in John H
enry Thom

as and John Farquhar Fraser’s 

E
dition, 6vols, Reprint, N

ew
 Jersey, 2002), ‘Prohibitions del R

oy’, 

pp.63-5. 
12th Reports

 

以
下
、

等
と
略
記
。

６ John 
Cow

ell, The Interpreter, 
C

am
bridge, 

1607, 
in 

The 
English 

E
xperience, N

o.231, A
m

sterdam
 and N

ew
 York, 1970.  

７ Arthur W
ilson, The H

story o
 G

reat Britain,1652, [STC,II,2887A], 

pp.45-6. 

８ 

た
と
え
ば
、G

ardiner, H
is

ory ofEngland,vol.II,chap.XIII; C.H
.M

cIlw
ain, 
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t
 

i

I

 
 

 
 

 
f 

i 

l
s

The Political W
ork of Jam

es I , Cam
bridge,1918, Introduction, Appendix 

B ; W
.S.H

oldsw
orth, A H

istory of English Law
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ラ
イ
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。
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s’, in C
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The O
rigins of the English Civil W

ar,1973, pp.38,42; G
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lton,‘The 

Rule of Law
 in Sixteenth-century England’, in Elton, Studies in Tudor 
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ent 1946-1972 , 2 vols, C

am
bridge,1974,I, 

pp.260-84; 
J.P.Som

m
erville, 

Royalists 
and 
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Politics 
and 

deology in England 1603-1640 , 2nd ed., London,1999, pp.113-9. 

１
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本
稿
で
は
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一
六
五
一
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の
英
語
版
を
使
用
し
た
。John Cow

ell, Institutesof the 

Law
es of England, D

igested into the M
ethod of the Civill or Im

periall 

Institutions , translated into E
nglish by W

.G
.E

squire, London, 1651, in A 
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arland Series, Classics of English Legal H

istory in the M
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ew
 York and London, 1978. 
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xford 1973, p.221;  C

hrim
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r John 
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ow

ell’, p.462. 

１
３ C

ow
ell, Institutesofthe Law

eso
England, its title-page. 

１
４ Ibid.,pp.1-6. 

１
５ John C

ow
ell, The Interpreter, C
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bridge, 1607, in The English 

E
xperience, N
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m
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 and N
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 York, 1970, its title-page. 
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カ
ウ
エ
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解
釈
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六
五
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、
一
六
七
二
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六
八
四
年
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ら
に
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七
〇
一
、
一
七
〇
八
、
一
七
二
七
年
に
再
版
さ
れ
て
い
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。M

cIlw
ain, The 

Political 
W

ork 
of 

Jam
es 

I, 
A

ppendix 
B,lxxxvii; 

C
hrim

es,‘The 

C
onstitutional Ideas of D

r John C
ow

ell’, pp.474-5. 

１
７ C
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ell, The Interpreter, *2. 

１
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yers, preface v and pp.2-3.     

１
９ B

ritish Library, Lansdow
ne M

ss. 211,f.141, quoted in Som
m

erville, 
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itic

 and Ideology in England 1603-1640, 

p.114. 
２
０ C

ow
ell, The Interpreter, *3-5. 

２
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っ
て
、
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ウ
エ
ル
の
『
解
釈
者
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を
、
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ー
マ
法
を
専
攻
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た
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者
の
学
問
的
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結

と
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そ
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的
意
図
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見
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hrim

es, ‘ The C
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ell’, pp.463-4. 
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れ
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。
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院
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成
さ
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国
王
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貴
族
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。
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王
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ゆ
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あ
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す
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司
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お
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独
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。
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に
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〇
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。
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経

て
は

下
を

照
。

３
９ Journalsofthe H

ouse ofCom
m

ons, I, p.400. 

４
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３ Proceedings in Par
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７ State
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エ
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に
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七
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に
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エ
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尋
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る
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London,17
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arch 
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２ Proceed
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 1610, I, pp.28-9;  Journals o

the H
ouse

of 

Lords , II, p.563. 
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５ Proceed
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の
同
日
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書
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よ
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ば
、
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ェ
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ム
ズ
は
国
王
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権
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つ
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王
大
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あ
る
。
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は
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者
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受
け
継
が
れ
、
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き
に
渡
っ
て
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有
」
さ
れ
て
き
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も
の
だ
と
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明
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た
。‘M

r.B
eaulieu to M

r. Trum
bull…

,London,8
th M

arch 

1609’,in W
inw

ood, M
em

orials ofaffairs ofstate, III, p.129. 
５
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ons , I, pp.408-9. 

５
８ Proceed

ngs in Par
iam
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ェ
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ム
ズ
一
世
が
カ
ウ
エ
ル
事
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に
関
し
て
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の

見
解
で
あ
っ
た
と
す
る
修
正
主
義
の
見
方
は
妥
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と
は
言
え
な
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認
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よ
う
に
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両
院
の
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に
も
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ら
か
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見
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の
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は
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iam
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エ
ル
事
件
と
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せ
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司
法
権
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て
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上
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れ
た
の
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、
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
時

代
のW
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 Lord Latim

er’s Case

、
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
期
のM

ichael de la 

Polo’s Case

ザ

一
世

のArthur H
all’s Case
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、
エ
リ

ベ
ス

期

で
あ
る

６
９ J.G

.A.Pocock, The Ancient Constitution and the Feudal Law, A Reissue 

w
ith a Retrospect , chap.III,IV; D

.R
.K

elly, ‘H
istory, E

nglish Law
 and the 

Renaissance’, in Pastand Present 65 (1974), p.23. 

７
０ Sir John Fortescue, D

e laudibus legum
 Angliae , edited and translated 

by S.B.Chrim
es,Cam

bridge,1949, pp.36/37-38/39. 

こ
れ
は
英
羅
対
訳
版
と
な

 

っ
て
い
る
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７
１ Coke, 6th Reports , Preface(To the Reader), pp.iv-v. 

７
２ H

ayw
ard Tow

nshend, H
istoricalCollections or An

Exact Account of the 

Proceedings of the Four Last Pa
iam

ents
ofQ

.Elizabe
h ...,London,1680 

[STC,II,1991], p.79. 

７
３ Sir Francis Bacon, A
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lection
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e Principall Rules and M

axim
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of
he Com

m
on Law

es of England, London,1596, the Preface, B2. 

本
書
は
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The 
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ents 
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Law

es 
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再
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er report des cases &
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atters resolves en les 

courts delroy en Irland , D
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５ Proceed

ngs in Par
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協
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成
果
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収
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Thom
as H

earne, A
Colle
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and 
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akew
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ebates in 1610, pp.75-7; 

ド
ッ
ド

Proceed
ngs in Par

iam
ent 1610, II, pp.201-21.  

リ
ッ
ジ
の
演
説
は
、

８
６ State

Tr
als , II, pp.407-76, at p.476. 

８
７ State

Tr
als , II, pp.477-520, at p.486. 

８
８ M

aija 
Jansson, 

and 
W

illiam
 

B
. 

B
idw

ell 
(ed.), 

Pro
eedings 

n 

Par
iam

ent 1625 , N
ew

 H
aven and London,1987, p.197. 

８
９ C

ow
ell, The In

erpreter ,sig.1I1b-2a. 

そ
の
他
、sig.1H

3b, 1R
1a, 1T1a, 

passim
. 

９
０ W

ilson, The H
story

o
G

reatBritain, pp.45-6. 

 324


